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この製品は、関連するEU規制すべてに適合していま
す。詳細については、製品別DOC シート規格適合
証明書をご覧ください。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は、ターフ管理のための様々な作業を行うた
めの多目的作業機械です。この機械は、アタッチメント
を交換することによって各種の土工事において特化し
た作業を行うことができます。この機械は本来の目的
から外れた使用をすると運転者本人や周囲の人間に
危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方法
でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用す
るのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com
整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ

い。図 1 にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。
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図図図 1

1. モデル番号とシリアル番号の表示場所

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要「重
要」は製品の構造などについての注意点を、注注注はその
他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
危危危険険険

こここののの機機機械械械ででで掘掘掘削削削すすするるる現現現場場場ののの地地地中中中あああるるるいいいははは頭頭頭上上上ににに、、、
電電電線線線なななどどどががが既既既設設設ささされれれててていいいるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。
誤誤誤っっってててこここれれれらららににに接接接触触触すすするるるととと、、、感感感電電電ややや爆爆爆発発発なななどどどののの事事事
故故故ににに発発発展展展すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• 事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、作作作業業業現現現場場場ををを前前前もももっっっててて精精精査査査
ししし、、、埋埋埋設設設物物物ををを確確確認認認ししし、、、マママーーーキキキンンングググすすするるるなななどどど、、、適適適
切切切ななな措措措置置置をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。必必必要要要ににに応応応じじじ、、、電電電力力力
会会会社社社やややガガガススス会会会社社社ににに連連連絡絡絡しししててて正正正確確確ななな埋埋埋設設設場場場所所所ををを
特特特定定定、、、マママーーーキキキンンングググしししてててもももらららうううなななどどどしししてててくくくだだださささいいいたたた
とととえええばばば米米米国国国でででははは電電電話話話811ででで、、、まままたたたオオオーーーススストトトラララリリリアアア
でででははは電電電話話話1100ででで国国国中中中のののどどどこここでででもももこここのののサササーーービビビスススををを
受受受けけけるるるここことととがががででできききままますすす。。。

• 作作作業業業場場場所所所ののの頭頭頭上上上ににに電電電線線線なななどどどののの障障障害害害物物物がががななないいいかかか
確確確認認認ししし、、、対対対策策策ををを立立立ててててててくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルと使用するアタッチメントのマニュアルをお
読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• アタッチメントや負荷は基本的に常に最低位置で保
持するようにしてください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 作業場所に無用の人、特に子供を近づけないでく
ださい。子供やトレーニングを受けていない大人に
は、絶対に運転をさせないでください

• 給油などで運転位置を離れる時は、マシンを停止さ
せ、エンジンを止め、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してください。

間違った使い方や整備不良は負傷などの人身事故に
つながります。事故を防止するため、以下に示す安全
上の注意や安全注意標識 のついている遵守事項は
必ずお守りください 「注意」、「警告」、および「危
険」 の記号は、人身の安全に関わる注意事項を示し
ています。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大
な人身事故が発生する恐れがあります。

有有有害害害物物物質質質かかからららののの保保保護護護ににに関関関わわわるるる
キキキャャャブブブ区区区分分分にににつつついいいててて
このマシンに搭載されているキャブは、EN 15695-1 で
カテゴリ 1 に区分されます。 カテゴリ 1 のキャブとは、
外部の有害物質からの保護構造をもたない形式であ
り、外部に有害物質が存在するような条件で使用する
場合には以下の対策が必要となります

• 人体保護器具PPEを着用する。

• 対象となる危険物質についての教育講習を受講
する。

• 使用済みの PPE や植物保護資材PPPをキャブ
内部に持ち込まない。

• 使用済みの手袋、靴、衣類をキャブ内部に持ち
込まない。

• キャブ内部を汚染されない状態に維持する。

• PPE や PPP に付属する使用説明書に従う。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたりし
た場合は新しいラベルを貼付してください。

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足の切断など、ベルトによる巻き込み事故の
危険可動部に近づかないこと。

decal115-7739

115-7739

1. 車体から振り落とされて大けがをする危険人を乗せないこと。
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decal117-3276

117-3276

1. 冷却液の噴出に注意 3. 警告 高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal125-6119

125-6119

1. 巻き込まれる危険可動部に近づかないこと。

decal131-8410

131-8410

1. 火災の危険燃料補給前はエンジンを止めること。

decal133-8062

133-8062

decal136-2017

136-2017

1. 前 4. パドルを押すと 3 点ヒッチ
が降下して PTO が作動開
始インフォセンターでプログ
ラミングされている場合

2. ニュートラル 5. パドルを引くと 3点ヒッチが
上昇して PTO が停止イン
フォセンターでプログラミン
グされている場合

3. 後退

decal136-5023

136-5023

1. エコモードON 8. オート Low
2. エコモードOFF 9. インチモード

3. 駐車ブレーキON 10. 組み立ての方法

4. 駐車ブレーキOFF 11. オプションON
5. オートモーティブモー

ドON/OFF
12. オプションOFF

6. アタッチメント 13. 画面の選択

7. オート High
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decal136-5024

136-5024

1. PTOON 2. PTOOFF

decal136-5025

136-5025

1. デファレンシャルロック 4. 速度増速

2. クルーズコントロールON 5. 速度減速

3. クルーズコントロールOFF

decal136-5026

136-5026

1. エンジン停止 5. 補助アタッチメント縮める

2. エンジン作動 6. 補助アタッチメントニュート
ラル

3. エンジン始動 7. 補助アタッチメント伸ばす/
連続動作

4. 補助アタッチメントフロート

decal136-9866

136-9866

1. 方向指示器 2. ビーコン
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decal136-9867

136-9867

1. ホーン 2. ハザード警告ランプ

decal138-2748

138-2748

1. ヒューズの詳細については
オペレーターズマニュアル
を参照のこと。

3. ファンと室内照明

2. ウインドウォッシャー

decal138-3796

138-3796

1. 爆発の危険保護メガネ等
着用のこと

3. 火災の危険火気厳禁、禁
煙厳守のこと

2. 腐食性危険物質触れた場
合は水で洗い医師の手当
てを受けること。

4. 毒物の危険子供の手の届
くところにバッテリーを保管
しないこと。

decal138-3797

138-3797

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと運転時には
シートベルトを着用し、転
倒に注意すること。

2. 警告ドリルや溶接作業禁
止。
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decal138-3799

138-3799

1. 高温の危険保護手袋を着
用すること。

2. 警告 可動部に近づかない
こと 全部のガード類を正し
く取り付けて運転すること。

decal138-4061

138-4061

1. 牽引重量垂直トング重量は
800 kg 未満とすること。

2. 移動重量は 7,250 kg 未満
とすること。

decal138-4101

138-4101

1. アタッチメント下降/フロート 3. アタッチメントを前に倒す。

2. アタッチメントを後に倒す。 4. アタッチメント上げる。

decal138-3798

138-3798

1. 落下した機材に押しつぶされる危険必ずクイックアタッチレ
バーをロックし、アタッチメントにはピンを完全に差し込む
こと。

decal138-4107

138-4107

1. 手をはさまれる危険可動部に手を近づけないこと。

decal138-4135

138-4135

1. 油圧シリンダが伸びる 2. 油圧シリンダが縮む
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decal138-4164

138-4164

1. バルブセレクタ 3. PTOOFF
2. PTOON

decal138-4136

138-4136

1. 牽引時の注意駐車ブレーキを解除する前にオペレーターズマ
ニュアルを読むこと。エンジンを止め車輪に輪止めを掛け車載
のレンチで油圧回路のバイパスバルブ4個を右回ししマニュアル
バルブを持ち上げた状態でハンドポンプを 25-30 回操作する。

2. 駐車ブレーキを掛ける前にオペレーターズマニュアルを読むこ
と。車載のレンチで油圧回路のバイパスバルブ4 個を左回し
しマニュアルバルブを押し下げる。
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decal136-9873

136-9873

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 4. 警告 無用の人間を近づけないこと。

2. 警告講習を受けてから運転すること。 5. 警告 可動部に近づかないこと 全部のガード類を正しく取り
付けて運転すること。

3. 警告 聴覚保護具を着用のこと。 6. 警告保守作業を行う前やマシンから離れるには、エンジンを停
止し、キーを抜き取っておくこと。

decal138-3792

138-3792

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 5. 頭上の電線で感電の危険頭上の電線に注意。機体の一部が
電線などに触れた場合には、運転席を離れないで、その場
で電力会社に連絡すること。

2. 警告 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、アタッチメン
トを降下させ、エンジンを停止し、キーを抜くこと。

6. 落下物に押しつぶされる危険ローダのバケット内で安定しな
いものをバケットで運搬しないこと。運搬にふさわしいアタッチ
メントを使用すること。

3. 押しつぶされる危険人を近づけないことバックする時には後方
を確認すること。

7. 落ちる危険ローダなどのアタッチメントに人を乗せないこと。

4. 爆発や感電の危険機体の一部が電線などに触れた場合には、
運転席を離れないで、その場で電力会社に連絡すること。

8. 転倒の危険荷を上昇させたままの状態で前進走行しないこと。
荷は地表面のできるだけ近くまで下げた状態で運搬すること。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

上部リンク 1
ドラフトリンク 2
昇降リンク 2
スウェイリンク 2
牽引バー 1
ハンマーストラップ 1
ねじM18 2
ワッシャ 2
ヘアピンコッター 7
クレビスピン 9
下側ピン 2
リンチピン 8

4

昇降リンクのピン 3

ヒッチリンクを取り付けます。

上部リンクのブッシュ 15 昇降アームのブッシュ 2
カテゴリ 1 アタッチメント用のスペーサを
取り付けます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 運転前に内容を確認してください。

エンジンマニュアル 1 エンジンについての参考情報です。

規格適合認定書 1

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
エンジンを始動する前に、以下の液量の点検を行っ
てください

• エンジンオイルの量を点検する エンジンオイルの量
を点検する (ページ 56)を参照。

• 冷却液の量を点検する; 冷却系統を点検する (ペー
ジ 70) を参照。

• ブレーキオイルの量を点検する 油圧オイルの量を
点検する (ページ 72)を参照。

2
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤは空気圧を高くまたは低くして出荷していますか
ら、適正圧にもどしてください。 タイヤ空気圧を点検
する (ページ 20)を参照。
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3
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

使用前にグリスアップを行う ベアリングとブッシュのグリ
スアップ (ページ 53)を参照。

重重重要要要 こここののの作作作業業業ををを怠怠怠るるるととと重重重要要要部部部品品品ののの早早早期期期破破破損損損なななどどどのののトトトラララ
ブブブルルルががが発発発生生生しししままますすすかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

4
ヒヒヒッッッチチチリリリンンンクククををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 上部リンク

2 ドラフトリンク

2 昇降リンク

2 スウェイリンク

1 牽引バー

1 ハンマーストラップ

2 ねじM18

2 ワッシャ

7 ヘアピンコッター

9 クレビスピン

2 下側ピン

8 リンチピン

3 昇降リンクのピン

スススウウウェェェイイイ、、、ドドドラララフフフトトト、、、昇昇昇降降降ののの各各各リリリンンンククク
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

注注注 図 3と図 4は機体左側のリンクの取り付けです。機
体の反対側でも同じ作業を行ってください。

注注注 昇降リンクの調整は、すべてのアタッチメントの設
定に影響を与えます。ねじ山部分が 1 cm 突き出る
ようにしてください。

1. 昇降リンクピン1本とリンチピン2本で、昇降リンク
を機体の昇降アームに取り付ける図 3。

g263891

図図図 3

1. 昇降リンクのピン 5. 昇降リンク

2. リンチピン 6. 下側ピン

3. クレビスピン 7. ピンプレート

4. ドラフトリンク

2. 以下の要領で、ドラフトリンクを取り付ける

A. ピンプレート図 3を立ててピンを露出させる。

B. 下側ピンを取り外す図 3。
C. ドラフトリンクを図 3のようにセットする。

D. フレームとドラフトリンクに下側ピンを通す
図 3。

E. ピンプレートを下げてピンを覆う。

3. クレビスピンとリンチピンで、昇降リンクをドラフト
リンクに取り付ける図 3。

4. クレビスピンとペアピンコッターで、スウェイリンク
を機体フレームに取り付ける図 4。
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g261477

図図図 4

1. ヘアピンコッター 3. スウェイリンク

2. クレビスピン 4. 取り付けた状態のクレビス
ピンとヘアピンコッター

5. クレビスピンとヘアピンコッターで、スウェイリンク
をドラフトリンクに取り付ける図 4。

6. クレビスピンとヘアピンコッターをスウェイリンクに
取り付ける図 4。
ピンとコッターを使って、アタッチメントに合わせ
てスウェイを調整する スウェイリンクを調整する
(ページ 25)を参照。

上上上部部部リリリンンンクククををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 上部リンクにロッドを取り付ける図 5。

g262057

図図図 5

1. ロッド 2. 上部リンク

2. 上部リンクを機体にある上側リンクブラケットに取
り付ける 上部リンクの着脱 (ページ 25)を参照。

牽牽牽引引引バババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. M18 ねじ2 本とワッシャ2 枚でハンマーストラップ

を牽引バーに取り付ける図 6。

g261154

図図図 6

1. ハンマーストラップ 3. ワッシャ

2. 牽引バー 4. ねじM18

2. ねじを 338-393 N·m 39-44 kg.m = 250-290
ft-lbにトルク締めする。

3. 牽引バーを牽引バーサポートに取り付ける 牽引
バーの取り付け (ページ 24)を参照。

5
カカカテテテゴゴゴリリリ 1 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト用用用ののの
スススペペペーーーサササををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 上部リンクのブッシュ

2 昇降アームのブッシュ

手手手順順順

3 点ヒッチにカテゴリ 1 のアタッチメントを取り付ける場
合には、上部リンクと昇降アームにスペーサを取り付け
てください カテゴリ 1 アタッチメント用のスペーサを取り
付ける (ページ 27)を参照。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g250932

図図図 7

1. ヘッドライト 5. コンソール

2. フード 6. 標準荷台

3. 助手席 7. 運転席

4. ハンドル 8. ステップ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各部分
図 8と図 9 の操作方法をよく知っておいてください。

g308846

図図図 8

1. シフトレバー 4. アクセルペダル

2. パドルスイッチ 5. ブレーキ・ペダル

3. ハンドル

g244125

図図図 9

1. デファレンシャルロックス
イッチ

10. ローダのジョイスティックな
いマシンもある

2. ヘッドライトスイッチ 11. PTO スイッチ

3. オートモーティブモード OFF
スイッチ

12. クルーズコントロール
ON/OFF スイッチ

4. 駐車ブレーキスイッチ 13. 増速/減速スイッチ

5. エコモードスイッチ 14. 電源ソケット

6. インフォセンター 15. キースイッチ

7. 運転モードセレクタ 16. USB ポート

8. ステータスディスプレイ 17. 補助油圧レバー

9. ステータス表示スイッチ

アアアクククセセセルルルペペペダダダルルル

アクセルペダル(図 8) で車両のエンジン回転数や対地
速度を変えることができます。ペダルを踏み込むとエン
ジン速度が上がって走行速度が上がります。ペダル
から足をはなすとエンジンの回転速度が下がって走行
速度が下がります。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 8を踏み込むと車両は減速または停
止します。

シシシフフフトトトレレレバババーーー

シフトレバー図 8には 3 つの位置前進、ニュートラ
ル、後退があります図 10。
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g251057

図図図 10

1. 前 3. 後退

2. ニュートラル

マシンを停止させなくても、前進と後退の切り替えが
できます。

パパパドドドルルルスススイイイッッッチチチ

アタッチメントが有効化されていない時には、パトルス
イッチ図 11は 3 点ヒッチを昇降させます。

アタッチメントが有効化されている時は、パトルスイッチ
で様々な操作を行うことができます。パドルスイッチで
扱えるのは、3 点ヒッチ、3 点ヒッチの高さ、PTO、ア
タッチメントのレート、対地速度です。これらはパラメー
タで設定しますソフトウェアガイドを参照してください。

g254643

図図図 11

1. パドルスイッチ 3. 切/上昇

2. 入/下降

キキキーーースススイイイッッッチチチ

キースイッチ図 9はエンジンの始動と停止を行うスイッチ
です。3つの位置があります OFF, ON, START です。
キーを右に回して START 位置にすると、スタータモー
タが作動します。エンジンが始動したら、キーから手を
離してください。キーは自動的にON位置に動きます。

キーを OFF 位置に回せばエンジンは停止します

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキスススイイイッッッチチチ

ブレーキスイッチ図 9を押すと駐車ブレーキの ON/OFF
ができます。

注注注 エンジンを停止させると自動的に駐車ブレーキが掛
かります。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーー
インフォセンター LCD ディスプレイ図 9は、マシンの
運転状態、アタッチメントのセットアップ、故障診断な
どの情報を表示します。

マシンを起動すると画面が立ち上がり、現在のモードを
示すアイコンが表示されます。画面表示は、運転モー
ドセレクタで選択したモードです。

詳細は本機の ソフトウェアガイドを参照してください。

ススステテテーーータタタススス表表表示示示
ステータス表示図 9は、本機について以下の情報を
表示します

• 燃料残量

• アクティブな不具合

• 3 点ヒッチアタッチメントの高さとプリセット限界

• エンジンの稼働時間

• バッテリー電圧

• エンジン速度

• エンジン冷却液と油圧オイルの温度

ステータス表示スイッチ図 9でデータ表示画面が切
り替わります。

詳細は本機の ソフトウェアガイドを参照してください。

エエエコココモモモーーードドドスススイイイッッッチチチ
エコモードにすると、エンジン速度が 2300 rpm に下が
りますので、運転音が低下し、燃費が向上します。
オート High やオート Low で使うと良いでしょう。スイッ
チ図 9を押すとエコモードが有効になります。

運運運転転転モモモーーードドドセセセレレレクククタタタ
運転モードセレクタ図 9はマシンの動作モードを選択す
るものです。各モードについては、 運転モードセレクタ
の使用方法 (ページ 33)を参照してください。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ
スイッチ図 9操作でヘッドライトの点灯と消灯をします。
キットでコントロールすることも可能です詳細はキットの
取り付け用証書を参照してください。

ロロローーーダダダのののジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク
搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるる場場場合合合

このジョイスティック図 9でフロントローダおよびアタッ
チメントを操作します ローダのジョイスティックの操作
(ページ 40)を参照。
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PTO スススイイイッッッチチチ
PTO スイッチ図 9の使用方法

• スイッチを引く図 12と PTO が ON になりアタッチメ
ントが作動アタッチメントの設定によるする。

g248960

図図図 12

• スイッチhを押し込む図 13と PTO が解除されア
タッチメントが停止する。

g248959

図図図 13

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククスススイイイッッッチチチ
スイッチ図 9を押している間だけデフロックが ON にな
る デファレンシャルロックの使用 (ページ 23)を参照。

クククルルルーーーズズズコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチととと速速速度度度
増増増減減減スススイイイッッッチチチ
クルーズコントロールスイッチ図 9はマシンのクルーズ
走行速度を設定するスイッチです。スイッチをセンター
位置にするとクルーズコントロールが ON になります。
スイッチを前に押すと速度設定になります。スイッチを
後に押すかブレーキペダルを踏み込むとクルーズコント
ロールが解除になります

クルーズコントロール中は、速度増減スイッチ図 9で
走行速度の調整ができます。速度の増減間隔は、車
両の運転モードおよび使用しているアタッチメントによ
り異なります。

車両の速度の増減間隔については、以下の表を参
照してください

運運運転転転モモモーーードドド 速速速度度度

オート Low 1.6 km/h

オート High 1.6 km/h

アタッチメントモードレート制御
アタッチメント

0.2 km/h

アタッチメントモードレート制御
でないアタッチメント

0.8 km/h

アタッチメントアタッチメントで
作業していない

1.6 km/h

オオオーーートトトモモモーーーテテティィィブブブモモモーーードドド OFF スススイイイッッッチチチ

オートモーティブモード OFF スイッチ図 9を押すと、エ
ンジンは設定された最大速度で回転します。重い荷物
を運搬したり急な法面を登る時は、オートモードを OFF
にしてエンジンの力を最大にするのが良いでしょう。

補補補助助助油油油圧圧圧レレレバババーーー

補助油圧レバー図 9は、マシン後部にある補助ポート
から供給される油圧フローを制御します。

• レバーがニニニュュューーートトトラララルルル位置の時は上下どちらのポー
トにも油圧はかかりません。

• レバーを縮縮縮むむむ位置にすると下側のポートに圧力が
かかります。

• レバーをフフフロロローーートトト位置にすると、補助ポートがフロー
トモードにロックされます。

• レバーを伸伸伸びびびるるる・・・連連連続続続位置にすると、下側のポート
に圧力がかかり、連続運転となります。

重重重要要要 マママシシシンンンにににアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを取取取りりり付付付けけけななないいい状状状態態態ででで
レレレバババーーーををを伸伸伸長長長/連連連続続続動動動作作作位位位置置置にににセセセッッットトトしししたたたまままままま放放放置置置すすす
るるるととと、、、油油油圧圧圧シシシススステテテムムムににに非非非常常常ににに高高高いいい熱熱熱ががが発発発生生生しししてててマママシシシ
ンンンををを損損損傷傷傷さささせせせるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 荷荷荷台台台ががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるる時時時ははは、、、レレレバババーーーををを前前前
方方方ににに押押押ししし、、、荷荷荷台台台ががが降降降下下下ししし終終終わわわっっってててかかからららさささらららににに 1-2 秒秒秒
間間間、、、レレレバババーーーををを保保保持持持しししててて、、、荷荷荷台台台ががが完完完全全全ににに降降降りりりるるるよよようううにににししし
てててくくくだだださささいいい。。。たたただだだししし、、、油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダがががそそそののの行行行程程程ののの端端端ままま
ででで到到到達達達しししたたたららら、、、そそそこここかかかららら 5 秒秒秒間間間以以以上上上はははレレレバババーーーををを保保保持持持
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

電動アクセサリ用に電源ソケット図 9から12 Vの電源を
とることができます。

注注注 キーを抜き取った状態では電源ソケットを利用で
きません。

USB ポポポーーートトト

USBポート図 9に携帯充電器を差し込んで携帯電話
などの充電を行うことができます。

注注注 キーを抜き取った状態では USB ポートを利用で
きません。

16
 



運運運転転転席席席ののの調調調整整整

g249815

図図図 14

1. 体重ゲージ 4. 背もたれ調整レバー

2. 体重調整レバー 5. アームレスト調整ノブ

3. 前後調整レバー

座座座席席席位位位置置置調調調整整整レレレバババーーー

運転席横の調整レバー図 14を外側に引いて運転席を
希望の位置にスライドさせ、その位置でレバーから手
を離すと運転席が固定されます。

アアアーーームムムレレレススストトト調調調整整整ノノノブブブ

ノブ図 14を回すとアームレストの角度の調整ができ
ます。

背背背もももたたたれれれ調調調整整整レレレバババーーー

レバー図 14で、背もたれの角度調整ができます。

体体体重重重ゲゲゲーーージジジ

適正位置に調整されると体重ゲージ図 14インジケータ
に表示が出ます。運転席の高さも調整できますサスペ
ンションを緑色の範囲で調整してください。

体体体重重重調調調整整整レレレバババーーー

体重に合わせてこのレバー図 14で調整します。レ
バーを引き上げると空気圧が高くなり、押し下げると
低くなります。表示が緑色の範囲に入れば適切な調
整ができています。

キキキャャャブブブ関関関連連連コココンンントトトロロローーールルル
キキキャャャブブブ付付付きききののの車車車両両両ののの場場場合合合

g249606

図図図 15

1. ワイパースイッチ 4. 温度調整ノブ

2. ファン調整ノブ 5. エアコンスイッチ

3. ライトスイッチ

ワワワイイイパパパーーースススイイイッッッチチチ

このスイッチ図 15で、ワイパーの ON/OFF とワイパー
速度の調整を行います。

スイッチを押すと洗浄液が出ます。

フフファァァンンン調調調整整整ノノノブブブ

このノブ図 15でファンの回転速度を調整します。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

このスイッチ図 15でドームライトの ON/OFF を行い
ます。

温温温度度度調調調整整整ノノノブブブ

このノブ図 15でキャブの室温を調整します。

エエエアアアコココンンンスススイイイッッッチチチ

このスイッチ図 15でエアコンの ON/OFF を行います。
エアコンのコントロールはファン調整ノブで行います。

注注注 エアコンを ON にすると、エンジンの回転数が上
がります。

仕仕仕様様様
• 車両の全体寸法については図 16を参照してくだ

さい。

• その他の寸法については トラクションユニット (ペー
ジ 19)の表をご覧ください。
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g231580

図図図 16
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トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト

内内内容容容 寸寸寸法法法、、、重重重量量量、、、諸諸諸元元元

モモモデデデルルル
07511AA ベース 2,340 kg

ベース 2,440 kgモモモデデデルルル
07511BA ローダとバラストボックスモルタルを追加を装着した場合3,443 kg

モモモデデデルルル
07511CA ベース 2,581 kg

ベース 2,681 kg

重重重量量量油油油脂脂脂類類類含含含まままずずず

モモモデデデルルル
07511DA ローダとバラストボックスモルタルを追加を装着した場合3,683 kg

車車車両両両総総総重重重量量量 全モード5,443 kg

前アクスルローダ装着時4,535 kg

前アクスルローダ非装着時2,268 kg最最最大大大アアアクククスススルルル重重重量量量

後アクスル3,175 kg

標準荷台453 kg
定定定格格格積積積載載載重重重量量量

カーゴ荷台2,041 kg

前進34 km/h
最最最大大大対対対地地地速速速度度度

後退32 km/h

• ローダの仕様 ローダの仕様 (ページ 35)を参照。

• 3 点ヒッチの仕様 3 点ヒッチの仕様 (ページ 26)を参
照。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アクセサリをご覧にな
ることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

19
 



運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告
表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• マシンに同時に乗車できるのはオペレータ 1 名と助
手 1 名のみです。

• 運転席への乗り降りにはステップと手すりを使用し
てください。泥、雪、水などが存在する場所では運
転に注意してください。

• すべての安全装置、安全ステッカーを定期的に点検
してください。すべての安全装置が正常に機能する
こと、すべての安全ステッカーが定位置に貼られて
いることを確認してから運転するようにしてください。

• この車両で取り扱う農薬は、危険物質や有毒物質
を含んでいる可能性があります。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

毎毎毎日日日ののの整整整備備備作作作業業業ををを実実実施施施すすするるる
毎日の運転前に、 始業点検表 (ページ 51)に記載され
ている「使用ごと/毎日の点検整備」を行ってください。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

ローダの使用の有無、アグレッシブタイヤの装着の有
無などにより、タイヤの適正空気圧は変わります以下
のタイヤ空気圧一覧表を参照してください

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧

車車車両両両ののの特特特徴徴徴 前前前タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧 後後後タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧

ローダ装着時 4.48 bar 4.6
kg/cm²= 65 psi

1.52 bar 1.5
kg/cm²= 22 psi

ローダ非装着時 1.52 bar 1.5
kg/cm²= 22 psi

1.52 bar 1.5
kg/cm²= 22 psi

アグレッシブタイヤ
装着時

4.48 bar 4.6
kg/cm²= 65 psi

2.34 bar 2.4
kg/cm²= 34 psi

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが低低低いいいととと法法法面面面横横横断断断時時時ののの安安安定定定性性性ががが低低低
下下下ししし、、、転転転倒倒倒なななどどど死死死亡亡亡事事事故故故ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ををを
起起起こここしししやややすすすくくくなななりりりままますすす。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを規規規定定定値値値よよよりりり下下下げげげななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを規規規定定定値値値ににに維維維持持持しししてててくくくだだださささ
いいい。。。タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを規規規定定定値値値よよよりりり下下下げげげななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転前前前ににに全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。

g001055

図図図 17

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
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以下の全部の条件が満たされていない限り、安全イン
タロックシステムはエンジンの始動を許可しません

• 運転席に着席しているか、駐車ブレーキが掛かっ
ている。

• PTO が解除されている。

• 補助油圧レバーが中央位置にある。

• シフトレバーがニュートラル位置にある。

• オペレータの足がアクセルペダル上にある。

マシンには、マシンの異常を知らせる警告ブザーが搭載
されています。ブザーが鳴るのは以下のような場合です

• シフトレバーを前進または後退位置にしたまま運
転席を離れた

• 走行ペダルがニュートラル以外の位置で運転席
を離れた

• 駐車ブレーキが解除され、PTO が有効化された
状態で運転席を離れた

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量
燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量53 リットル

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
重重重要要要 超超超低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油以以以外外外ののの燃燃燃料料料ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。イイイオオオウウウ分分分ののの多多多いいい燃燃燃料料料ははは、、、DOC排排排ガガガススス酸酸酸化化化触触触媒媒媒ををを
劣劣劣化化化さささせせせ、、、運運運転転転トトトラララブブブルルルををを発発発生生生さささせせせ、、、エエエンンンジジジンンンののの各各各
機機機器器器ののの寿寿寿命命命ををを縮縮縮めめめままますすす。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

• 絶対に、ディーゼル燃料の代わりに灯油やガソリン
を使わないでください。

• 絶対に、灯油やガソリンをディーゼル燃料に混入
しないでください。

• 絶対に、内面に亜鉛メッキされている容器で燃料を
保管しないでください。

• 燃料用添加剤を使用しないでください。

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料

セセセタタタンンン値値値 45 以上

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15 ppm

燃燃燃料料料表表表

燃燃燃料料料表表表 (cont'd.)

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 地地地域域域

ASTM D975

No. 1-D S15

No. 2-D S15

USA

EN 590:96 EU 諸国

ISO 8217 DMX 米国外

BS 2869-A1 または A2 英国

JIS K2204 Grade No. 2 日本

KSM-2610 韓国

• 不純物のない新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料を使用してください。

• 燃料の劣化を防止するため、180日間程度で使い
きれる量を購入するようにしてください。

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

注注注 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流
動点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7 ℃以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルルののの使使使用用用にににつつついいいててて

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の使用が可
能であり、B20クラスバイオディーゼル20 軽油80 まで
の製品に対応しています。

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15 ppm

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 ASTM D6751 または
EN14214

ブブブレレレンンンドドド燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様ASTM D975、EN590 または JIS
K2204

重重重要要要 たたただだだししし、、、混混混合合合ささされれれててていいいるるる軽軽軽油油油のののイイイオオオウウウ含含含有有有量量量ははは
極極極低低低レレレベベベルルルででであああるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル燃料は塗装面を劣化させる可能
性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を使う場合
には、B5バイオディーゼル成分が5 またはそれ以
下の製品をお使いください。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検してください。
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• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• バイオディーゼルの詳細については、代理店に
おたずねください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

g248584

g244306

図図図 18

22
 



タンクの天井首の部分ではなく天井よりも約 6-13 mm
下の高さまで、 燃料についての仕様 (ページ 21)に定
められた軽油を入れる。

注注注 可能であれば、使用後毎日給油してください。これ
により燃料タンク内部に水がたまりにくくなります。

運運運転転転席席席ののの調調調整整整
最も運転操作しやすい位置に運転席をセットしてくださ
い。運転席の調節については 運転席の調整 (ペー
ジ 17)を参照。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの使使使用用用

警警警告告告
デデデフフフロロロッッックククののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ははは、、、車車車両両両ををを制制制御御御不不不能能能ににに
しししたたたりりり、、、タタターーーフフフややや車車車両両両ををを破破破損損損さささせせせるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• デデデフフフロロロッッックククををを使使使ううう場場場合合合ははは、、、一一一旦旦旦完完完全全全停停停止止止すすするるる
こここととと。。。

• 解解解除除除ははは、、、乾乾乾いいいたたたアアアスススフフファァァルルルトトトやややコココンンンクククリリリーーートトトののの路路路
面面面上上上ででで行行行うううこここととと。。。

• デデデフフフロロロッッックククははは走走走行行行性性性能能能ををを高高高めめめるるるのののににに必必必要要要ななな時時時以以以
外外外ははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの接接接続続続
1. 車両が完全に停止していることを確認する。

2. デフロックスイッチを押して保持するとデフロッ
クが接続状態になる。

注注注 デフロックはスイッチを押している間と駐車ブ
レーキが掛かっている間のみ接続状態となりま
す。

注注注 デフロック作動中はデフロックアイコン
がインフォセンターに表示されます。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッックククののの解解解除除除

デフロックスイッチから手を離せばデフロックは解除
されます。

注注注 デフロックは、走行中でも解除できます。アクスル
に負荷が掛かっている間はデフロックが掛かったままの
状態になる場合があります。アクスルに掛かっている
負荷がなくなればデフロックは外れます。

ヒヒヒッッッチチチリリリンンンクククををを調調調整整整すすするるる

g308784

図図図 19
車両後端

1. 油圧出口 4. 牽引バー

2. 上部リンク 5. 昇降リンク

3. ドラフトリンク 6. スウェイリンク

牽牽牽引引引バババーーーににによよよるるる牽牽牽引引引

牽牽牽引引引バババーーーののの重重重量量量制制制限限限ををを理理理解解解すすするるる

以下の重量制限を超えない範囲で使用してください

• 最最最大大大許許許容容容運運運搬搬搬荷荷荷重重重

– ブレーキ付付付きききのののアタッチメント7,250 kg
– ブレーキなななしししのののアタッチメント1,497 kg

• 垂垂垂直直直トトトンンングググ重重重量量量 800 kg

牽牽牽引引引バババーーーののの取取取りりり外外外ししし

1. 牽引バーサポートに牽引バーを固定しているヘア
ピンコッターとクレビスピンを外す図 20。
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g251030

図図図 20

1. クレビスピン 3. 牽引バー

2. ヘアピンコッター

2. サポートから牽引バーを外す図 20。

牽牽牽引引引バババーーーののの取取取りりり付付付けけけ

牽引バーは左寄せ位置、右寄せ位置、センター位
置、いずれの位置にも取り付け可能です図 21。アタッ
チメントにふさわしい位置を決め、以下の手順で取
り付けてください。

1. 牽引バーサポートに牽引バーをセットする図 21。

g251287

図図図 21

1. 牽引バー左寄せ位置 4. クレビスピン

2. 牽引バーセンター位置 5. ヘアピンコッター

3. 牽引バー右寄せ位置

2. 牽引バーについている 3 ヶ所の取り付け穴のうち
の 1 つにクレビスピンを通し、ヘアピンコッターを
取り付ける図 21。

注注注 牽引バーの適正位置については各アタッチメ
ントのオペレーターズマニュアルを参照してくださ
い。

ピピピンンントトトルルルヒヒヒッッッチチチににによよよるるる牽牽牽引引引

オオオプププシシショョョンンン

オプションとしてピントルヒッチキットがあります。弊社
代理店にご連絡ください。

上上上部部部リリリンンンクククののの調調調整整整
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの前前前後後後調調調整整整

注注注 カテゴリ 1 のアタッチメントを取り付ける場合には、
適切なスペーサとハブを使用してください。

1. 上部リンクのジャムナットをゆるめる図 22。
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2. アタッチメントが前後で地面に平行になるように、
センターリンクを回して調整する。

g308984

図図図 22

1. 上部リンク 2. ジャムナット

3. ジャムナットを締める図 22。

上上上部部部リリリンンンクククののの着着着脱脱脱

注注注 手順については図 23を参照してください。

上部リンクを上部リンクブラケットに取り付けるには、
リンチピンとクレビスピンを使用します外すにはこれら
のピンを外します。

g308990

図図図 23

1. 上部リンク 3. 上部リンクブラケット

2. リンチピン 4. クレビスピン

昇昇昇降降降リリリンンンクククののの調調調整整整
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの左左左右右右ののの水水水平平平ををを調調調整整整すすするるる

注注注 昇降リンクの調整は全てのアタッチメントのパラメー
タ設定に影響を与えます。ねじ山部分が 1 cm 突き
出るようにしてください。

1. 一方の昇降リンクのジャムナットをゆるめる図
24。

2. アタッチメントが水平になるように昇降リンクで
調整する図 24。

g308989

図図図 24

1. ジャムナット 2. 昇降リンク

3. ジャムナットを締める図 24。

スススウウウェェェイイイリリリンンンクククををを調調調整整整すすするるる

注注注 スウェイの調整手順については、各アタッチメント
のオペレーターズマニュアルを参照してください。ほと
んどの場合、わずかなスウェイ13-25 mmが必要に
なります。

注注注 カテゴリ 1 のアタッチメントを取り付ける場合には、
適切なスペーサとハブを使用してください。

1. 各スウェイリンクのヘアピンとコッターピンを外
す図 25。

2. アタッチメントが水平になるようにスウェイリンクで
調整する図 25。

3. 調整ができたら、ヘアピンとコッターピンでスウェ
イを固定する図 25。

25
 



g308992

図図図 25

1. ヘアピン 3. コッターピン

2. スウェイリンク

後後後部部部 PTO ののの接接接続続続
1. 平らな場所に駐車し、シフトレバーをニュートラル

位置にし、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
させてキーを抜き取る。

2. 駆動シャフトのクイックコネクトカップリングを、
PTO の出力シャフトに合わせる図 26。

注注注 スプラインが合いにくい場合は、後 PTO を回
して合わせてください。

g250417

図図図 26

1. PTO 出力シャフトマシン 2. クイックコネクトカップリング
駆動シャフト

3. 駆動シャフトのヨークにあるカラーをスライドさせ
る図 27。

g250500

図図図 27

1. ロックカラー駆動シャフトの
ヨーク

3. 駆動シャフトのヨーク

2. スプラインPTO 出力側シャ
フト

4. シールド

4. ロックカラーを引いたまま、駆動シャフトのヨーク
を前進させてヨークのソケットを、 PTO 出力シャ
フトのスプラインにはめ込む図 27。

5. 駆動シャフトのヨークについているロックが PTO
出力シャフトにパチンとはまったことを確認する。

6. 駆動シャフトのヨークにシールドがはまっている
ことを確認する図 27。

3 点点点ヒヒヒッッッチチチののの使使使用用用

3 点点点ヒヒヒッッッチチチののの仕仕仕様様様

内内内容容容 仕仕仕様様様

カテゴリ 2

吊り上げ能力 1,135 kg

吊り上げポイント 61 cm
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カカカテテテゴゴゴリリリ 1 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト用用用のののスススペペペーーーサササ
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

出荷時には、カテゴリ 2のアタッチメントを 3点ヒッチに
取り付ける設定となっています。カテゴリ 1のアタッチメ
ントを 3 点ヒッチに取り付ける場合には、まずスペーサ
図 28を以下の手順で取り付けてください

• 上部リンク用スペーサ2.22 cm ⅞"を上部リンクに
取り付ける。

• 昇降アーム用スペーサ1.91 cm ⅜"を昇降アームに
取り付ける。

g310304

図図図 28

1. 上部リンク用スペーサ 2. 昇降アーム用スペーサ

注注注スペーサを紛失した場合は、正規販売店にてスペー
サーを入手してください。

後後後部部部 3 点点点ヒヒヒッッッチチチ式式式アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取
りりり付付付けけけ

注注注 3 点ヒッチ式アタッチメントの取り付けには、インチ
モードキットが便利です。インチモードキットの詳細につ
いては弊社代理店におたずねください。

1. マシンをゆっくりとバックさせて、ドラフトリンクをア
タッチメントの下部コネクタに合わせる図 29。
リンクをアタッチメントに固定しにくい場合には、
ドラフトリンクを外側に動かす。ドラフトリンクを
調整するには、ラッチを押してリンクを外側に動
かす図 30。

g309031

図図図 29

1. ドラフトリンク 4. 上部リンクのピン

2. 上部リンク 5. 3 点ヒッチアタッチメント

3. ヘアピンコッター

g308831

図図図 30

1. ラッチ 2. ドラフトリンク

2. ドラフトリンクをアタッチメントに接続する図 29。
3. 上部リンクを、アタッチメントの上部コネクタに

セットする図 29。
4. 上部リンクをアタッチメントに固定する図 29。
5. アタッチメントの取り付けが終わったら、以下の

作業を行う

A. ドドドラララフフフトトトリリリンンンクククののの調調調整整整ををを行行行っっったたた場場場合合合ステップ2
の作業エンジンを始動し、マシンを後退させ
てドラフトリンクを所定位置に嵌める。
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B. 取り付けたアタッチメントのオペレーターズ
マニュアルに従って、アタッチメントの水平
調整を行う。

後後後部部部 3 点点点ヒヒヒッッッチチチ式式式アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取
りりり外外外ししし
1. マシンとアタッチメントを平らな場所に駐車する。

2. アタッチメントを床面まで降下させる。

3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを止める。

4. アタッチメントから上部リンクを外す図 29。
5. アタッチメントからドラフトリンクを外す図 29。
6. スウェイリンクからピンを抜き取る。

7. エンジンを始動し、駐車ブレーキを解除し、ゆっく
りとアタッチメントから離れる。

油油油圧圧圧ポポポーーートトトののの使使使用用用

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体
内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。万万万
一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、数数数時時時
間間間以以以内内内ににに手手手術術術ををを受受受けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。

• 油油油圧圧圧装装装置置置ををを作作作動動動さささせせせるるる前前前ににに、、、全全全部部部のののララライイインンンコココ
ネネネクククタタタががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるこここととと、、、おおおよよよびびび
ララライイインンンやややホホホーーースススののの状状状態態態ががが良良良好好好ででであああるるるここことととををを確確確
認認認すすするるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使いいい、、、
決決決しししててて手手手ででで直直直接接接確確確かかかめめめななないいい。。。

注注注意意意
油油油圧圧圧カカカプププラララ、、、油油油圧圧圧ララライイインンン、、、油油油圧圧圧バババルルルブブブ、、、作作作動動動油油油
ははは高高高温温温ににになななるるる。。。不不不用用用意意意ににに触触触るるるととと火火火傷傷傷ををを負負負ううう危危危険険険
がががあああるるる。。。

• 油油油圧圧圧カカカプププラララををを扱扱扱うううととときききははは手手手袋袋袋ををを着着着用用用すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの部部部品品品ににに触触触れれれるるるととときききははは、、、機機機械械械ががが
冷冷冷えええるるるのののををを待待待っっっててて行行行ううう。。。

• 作作作動動動オオオイイイルルルがががこここぼぼぼれれれたたたととときききははは、、、手手手ででで触触触らららななないいい。。。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの油油油圧圧圧ホホホーーースススののの取取取りりり付付付けけけ
油圧駆動のアタッチメントでは、以下の要領でアタッチ
メントの油圧ホースを車両に接続する

1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. 補助油圧レバーをフロートにセットする これで油
圧カプラに掛かっている圧力が解放される。

3. マシンの油圧ポートの保護カバーを外す。

4. 油圧ポートに異物が付着している場合には完全
に除去する。

5. 後アタッチメントの伸長用および収縮用のホース
を車両に接続する場所クイックディスコネクトフィッ
ティングを探し出す。

6. 伸長用ホースと収縮用ホースを識別する。

7. アタッチメントについている伸長用ホースのクイッ
クディスコネクトを本機の伸長用ポートのクイック
ディスコネクトに接続する図 31。

g262491

図図図 31

1. クイックディスコネクトフィッ
ティング後部アタッチメント
伸長回路

3. クイックディスコネクトフィッ
ティング後部アタッチメント
収縮回路

2. 伸長側ホース 4. 収縮側ホース

8. アタッチメントについている収縮用ホースのクイッ
クディスコネクトを本機の収縮用ポートのクイック
ディスコネクトに接続する図 31。

9. ホースを引っ張ってみて、接続が確実か確認
する。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの油油油圧圧圧ホホホーーースススののの取取取りりり外外外ししし
1. 駐車ブレーキを掛け、全部のアタッチメントを降

下させ、エンジンを停止し、キーを抜き取る。
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2. 補助油圧レバーをフロートにセットする これで油
圧カプラに掛かっている圧力が解放される。

3. 油圧ポートのカラーを引き出して油圧ポートとホー
スとの接続を解除する。

注注注 ポートとホース端部との間に少量のオイルが
残る場合があります。ウェスでオイルをふき取
るようにしてください。

4. 油圧ポートを十分にきれいにしてから、保護カ
バーを取り付ける。

マママシシシンンンへへへのののバババラララススストトトののの搭搭搭載載載

危危危険険険
マママシシシンンンにににロロローーーダダダををを搭搭搭載載載すすするるる場場場合合合、、、転転転倒倒倒ににによよよるるる死死死亡亡亡
なななどどどののの重重重大大大人人人身身身事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、所所所定定定量量量
のののバババラララススストトトををを取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。

• ヒヒヒッッッチチチににに適適適正正正量量量のののバババラララススストトトををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

• ロロローーーダダダををを使使使用用用すすするるる時時時にににははは、、、前前前アアアクククスススルルルやややトトトラララククク
タタタののの構構構成成成機機機器器器ががが過過過負負負荷荷荷にににななならららななないいいよよようううにににバババラララ
ススストトトををを搭搭搭載載載すすするるるこここととと。。。

• ロロローーーダダダ使使使用用用中中中ははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用のののこここととと。。。

バババラララススストトトののの重重重量量量

ヒッチのバラストは、平らな床面での後アクスルの重
量が車両の最大総重量の少なくとも 25% になるように
重量を調整します。

以下の計算式および手順で行ってください

1. バケットに目いっぱいの荷を入れ、バケットを、
図 32のように前方一杯の位置まで移動させる。

2. バケットのピボットピンがブームのピボットピン
の高さと同じになるまでローダを上昇させた状
態で、前後のアクスルで車両総重量GVWの測
定を行う図 32。

3. 以下の計算式を表に挙げた順序で使用してバラ
ストの重量を決定する。

注注注 R が所定の後アクスル重量RRAWよりも小小小さささ
いいい場合には、バラストは不要図 32。
R が RRAW よりも 大大大きききいいい場合にはバラスト
RBRが必要。

計計計算算算式式式

1 GVW = F + R

2 RRAW = GVW x 25%

3 RBR = RRAW – R

4 BR = RBR X 133%

略略略語語語

略略略語語語 (cont'd.)

計算式で使用している略語

F 前アクスルの重量

R 後アクスルの重量

GVW 車両総重量

RRAW 後アクスルに必要な重量

RBR 必要とされる後部バラスト

BR 必要とされるバラスト

g252321

図図図 32

1. 全負荷 4. 3 点ヒッチのバラスト

2. バケットのピボット 5. R
3. アームのピボット 6. F

バババラララススストトトボボボッッックククスススへへへのののバババラララススストトトののの投投投入入入
• バラストの重量を増やすためにセメント 0.3 m3 (10.4

ft3) を追加しても構いません。

注注注 セメント一袋36 kgは、およそ 0.02 m3 (0.6 ft3)
です。

• コンクリートや骨材はバラストボックスに入れないで
ください。

• まだ重量が不足する場合には、ウェイトを追加して
ください。

バババラララススストトトボボボッッックククスススののの取取取りりり付付付けけけ

ローダを取り付けて使用する場合には、まず 3点ヒッチ
にバラストボックスを取り付けることが必要です。後部 3
点ヒッチ式アタッチメントの取り付け (ページ 27)を参照。

バババラララススストトトボボボッッックククスススののの取取取りりり外外外ししし

ローダを外す前に、バラストボックスを外してくださ
い 後部 3 点ヒッチ式アタッチメントの取り外し (ペー
ジ 28)を参照。
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マママシシシンンンへへへののの乗乗乗りりり込込込みみみ

警警警告告告
不不不適適適切切切ななな乗乗乗りりり込込込みみみをををすすするるるととと怪怪怪我我我をををしししままますすす。。。

必必必ずずずハハハンンンドドドルルルとととススステテテッッップププををを使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。乗乗乗りりり込込込
みみみ時時時ののの怪怪怪我我我ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、3 点点点ををを確確確保保保片片片手手手ををを
ハハハンンンドドドルルルににに、、、両両両足足足はははススステテテッッップププにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図 33のように乗り込んでください。

g256168

図図図 33

1. ハンドル 2. ステップ

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全上上上ののの全全全般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 座席以外の場所に人を乗せないでください。荷台
に人を乗せないこと。作業場所から人や動物を十
分に遠ざけてください。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 農薬などを取り扱う時には必ず適切な身体防具を
着用してください。詳細は農薬メーカーの指示を
参照してください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 屋外または換気のよい場所以外では本機を運転し
ないこと。

• アタッチメントに過負荷を掛けないでください。また、
車両総重量GVWの範囲内で使用してください。

• 重い荷を搬送している時は、ブレーキと旋回に十分
注意してください。

• 所定重量を超えて積載すると、車両の安定性が損な
われます。定格重量以上に積載しないでください。

• 液体タンクなど、車両に固定するのが難しいものを
搭載している時はハンドリング、ブレーキング、車
両の安定性に影響が出やすくなります。車体に固
定できない資材を搬送している時は、ハンドル操作
とブレーキ操作に注意してください。

• 不整地、ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴
の近くなど路面が一定でない場所では必ず減速して
ください。また、そのような場所を走行する場合に
は、積荷を減らしてください。車体が揺れると重心
が移動し、運転が不安定になります。

• エンジンを掛ける前に、トランスミッションがニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 運転中は必ず全員が着席し、シートベルトを着用し
てください可能な限り両手でハンドルを握り、助手
席の人は必ず手すりを握ってください。また、手足
を車外に出さないようししてください。

• 走行中の車両への飛び乗りや走行中の飛び降りは
しないでください。

• 運転は良好な視界のもとで行ってください。隠れた
穴、わだち、盛り上がり、石などの見えない障害に
警戒を怠らないでください。不整地では機体が転倒
する可能性があります。深い芝生に隠れて障害物
が見えないことがあります。見通しの悪い曲がり角
や、茂み、立ち木などの障害物の近くでは安全に
十分注意してください。

• 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった木の
枝、門、歩道橋などの下を通り抜けるときは安全を
必ず確認してください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• この車両で公道上を走行する場合には、各地域の
法令などに従い、また、ヘッドライド、方向指示
器、低速走行車両表示など、定められたアクセサ
リを必ず装備してください。

• 万一、機体に異常な振動を感じたら、直ちに運転
を中止し、エンジンを止めてキーを抜き、本機の全
ての動作が停止するのを待ち、それから点検にか
かってください。破損部は必ず修理・交換してから
運転するようにしてください

• 路面がぬれているときは、車両の停止距離が長く
なります。
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• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、トラ
ンスミッション、アクスル、排気管、ディーゼル微粒
子フィルタ、油圧機器などに触れると火傷の危険が
ありますから手を触れないでください。

• ぬかるみにはまったマシンを脱出させる際には安全
に万全の注意を払ってください。

– チェーンやケーブルは使用前に必ず点検してく
ださい。チェーンやケーブルや牽引バーが破損
すると大事故になります。

– ぬかるみからマシンを脱出させる際には牽引
バーと牽引車両で行ってください。

• エンジンの掛かっているマシンからは離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– 荷台、ローダ、アタッチメントなどはすべてを
降下させる。

– シフトレバーをニュートラル位置にする。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• アタッチメントの駆動軸には手足や衣服を近づけな
いでください。

• 弊社Toro® カンパニーが認めた以外のアクセサリを
使用しないでください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト

を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 運転手も助手席の人も常時シートベルトを締めて
ください。

• POPSは機体から外外外さささななないいいでください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS は定期的に点検し、常に安全な状態に維持
してください。

• ROPSが壊れているマシンを使用しないでください。
RPOS を修理したり改造したりしないでください。

• ROPS横転保護バーはマシンと一体で使用する
重要な安全装置です。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは重
大な人身事故につながります。

• 各斜面の実地調査を行い、乗り入れて良い斜面、
乗り入れてはいけない斜面を決めておくようにしま
しょう。この調査においては、常識を十分に働か
せてください。

• 斜面での作業に自信が持てない時は、作業を行
わないでください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うことが原
則です。走行速度や走行方向を突然変えないで
ください。

• ぬれた場所での運転は避けてください。走行できな
くなる可能性があります。タイヤが走行力を維持し
ていても転倒する場合があります。

• 坂を登りきれないと感じた時はゆっくりとブレーキを
踏み、バックでまっすぐに ゆっくりと下がってください

• 斜面での旋回は危険です。斜面で旋回しなければ
いけないときは、十分に減速し、慎重に操作して
ください。

• 斜面では積荷やアタッチメントが車両の安定に大き
く影響します。

– 斜面では積荷を軽くし、走行速度を落としてく
ださい。

– 資材を積む場合には、荷崩れを起こさないよう
にしっかりと固定してください。

– 荷崩れしやすいもの液体、石、砂などは十分
に注意してください。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。特に
荷を積んでいる場合はこの注意を守ってください。

– 下り坂では平地に比べて停止に長い距離が必
要になります。

– 斜面で停止しなければならない場合には、転
倒の危険を避けるために急停止や急な速度変
更をしないでください。

– バックで斜面を下っているときに急ブレーキを
掛けないでください。後方に転倒する危険が
あります。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどで運
転しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

積積積荷荷荷ののの安安安全全全ななな積積積みみみ下下下ろろろししし
• 荷台に荷物を積んで運転するときや、トレーラなど

の牽引を行う場合、またこれらを同時に行う場合
には、定格総積載重量GWVを守ってください仕
様 (ページ 17)を参照。

• また、荷物は均等に積んで、車両の安定性を確保
してください。

• ダンプする時には、後方に人がいないことを確認
してください。

• 斜面を横切るように駐車した状態では、ダンプ操作
をしないでください。重心の急変により車両が転倒
する危険があります。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけをををしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。こここののの機機機械械械ででで、、、エエエンンンジジジンンンののの押押押しししがががけけけややや引引引きききがががけけけはははででで
きききままませせせんんん。。。しししよよようううとととすすするるるとととパパパワワワーーートトトレレレイイインンンををを破破破損損損すすするるる
可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。
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1. 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かっているの
を確認する。

2. PTOを切る。

3. シフトレバーをニュートラル位置にする。

4. 補助油圧レバーが中央位置にあることを確認す
る。

5. アクセルから足を離したままの状態で、

6. キーを差し込んで START 位置に回してエンジン
を始動する。

注注注 始動したらキーから手を放す

マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる
1. 駐車ブレーキを解除する。

2. ギアシフトレバーを希望位置前進または後退に
入れる。

3. アクセルペダルを踏み込んで希望の速度まで加
速する。

注注注 長時間にわたってエンジンをアイドリングさせ
ないでください。

車車車両両両ののの停停停止止止手手手順順順
停止する時は、アクセルペダルから足を放し、ブレー
キペダルをゆっくり踏み込んでください。ブレーキペダ
ルを強く踏み込むほど車両は急速に停止します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
重重重要要要 全全全負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた直直直後後後にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるる場場場合合合
ははは、、、2 分分分間間間ほほほどどどアアアイイイドドドリリリンンングググしししてててくくくだだださささいいい。。。こここうううすすするるるこここととと
ににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャののの温温温度度度ををを下下下
げげげるるるここことととがががででできききままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャににに
問問問題題題ががが発発発生生生すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. シフトレバーをニュートラル位置にする。

2. キーを OFF 位置に回す。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

注注注 エンジンを停止させると自動的に駐車ブレー
キが掛かります。

4. 始動スイッチからキーを抜き取る。

注注注意意意
始始始動動動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトかかかららら離離離れれれるるるととときききははは、、、キキキーーー抜抜抜ききき
取取取るるるこここととと。。。

標標標準準準荷荷荷台台台ののの使使使用用用
• 荷台に積み込む時は、荷重が均等になるように分

散させてください。

• 荷物が荷台からはみ出る場合には特に注意を払っ
てください。

• また、重心が偏っていて荷台の中心に重心がこな
い物を運ぶ場合には特に注意が必要。

• なるべくバランス良く積み、ずれないように配慮
してください。

テテテーーールルルゲゲゲーーートトトののの使使使用用用
テールゲートを開けるには、荷台のラッチを車両の中
心側へ引きます図 34。テールゲートを降ろして荷台
に引き入れたり、ロックシャフトアームで支えたりでき
ます。荷台にテールゲートを降ろす時に、ラッチをリ
テーナスロットに入れると、ラッチを荷台の内側に向け
てロックすることができます。

g256327

図図図 34

1. 荷台の通常位置 3. テールゲートを荷台に引き
入れた状態

2. 荷台ラッチ 4. テールゲートをロックシャフ
トのアームで支えた状態
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標標標準準準荷荷荷台台台ののの着着着脱脱脱

標準荷台はボルトとナットでシャーシに固定されてい
ます図 35。ボルト・ナットで取り外し・取り付けを行っ
てください。

注注注意意意
標標標準準準荷荷荷台台台ははは一一一人人人でででははは持持持てててななないいい重重重さささででですすす。。。

着着着脱脱脱作作作業業業にににははは吊吊吊りりり上上上げげげ装装装置置置ホホホイイイススストトトなななどどどををを使使使用用用
しししてててくくくだだださささいいい。。。

g246519

図図図 35

1. 標準荷台 3. ナット

2. ボルト

運運運転転転モモモーーードドドセセセレレレクククタタタののの使使使用用用方方方法法法
注注注 運転モードを変更するにはマシンが完全に停車し
ていることが必要です。

重重重要要要 イイインンンチチチモモモーーードドドややや設設設定定定モモモーーードドドにににしししたたたままままままででで車車車両両両ををを放放放
置置置すすするるるととと、、、DPFデデディィィーーーゼゼゼルルル粒粒粒子子子補補補足足足フフフィィィルルルタタタののの自自自動動動再再再
生生生ががが行行行わわわれれれままませせせんんん。。。そそそののの結結結果果果、、、DPF ががが目目目詰詰詰まままりりりををを起起起
こここしししててて駐駐駐車車車再再再生生生ががが必必必要要要ににになななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

運転モードセレクタは、マシンの運転ステータスの変
更とアタッチメントのセットアップに使用します。以下の
モードがあります。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトモモモーーードドド

アタッチメントを選択したり、アタッチメントを取り付けて
作業現場へ移動する時に使用するモードです。アタッ
チメントモードにアクセスするには、セレクタを A 位置
に回します図 36。

注注注 アウトクロスに取り付けられているアタッチメントを
交換する時に PIN 番号の入力を求められる場合が
あります。

注注注 アタッチメントモードでのマシンの運転は、 PTO ス
イッチが OFFにされ無効化位置にあり、かつ補助油圧
レバーがニュートラル位置にある時には、オート Low
モードでの運転と同じになります。

g250707

図図図 36

High 乗乗乗用用用車車車モモモーーードドド

オートマの乗用車と同じような感覚で運転したい時の
モードです。走行速度は速いですが、牽引力などは
小さくなります。現場への行き帰り、人員の移動、軽
量の荷物の運搬などに便利です。

High 乗用車モードにアクセスするには、セレクタを H
位置に回します図 37。

g250708

図図図 37

Low 乗乗乗用用用車車車モモモーーードドド

オートマの乗用車と同じような感覚で運転したい時の
モードです。走行速度は遅くなりますが、牽引力や登
坂力は大きくなります。重い荷物の運搬やトレーラの
牽引に便利です。

Low 乗用車モードにアクセスするには、セレクタを L
位置に回します図 38。
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g250712

図図図 38

InchMode™
搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるる場場場合合合

注注注 インチモードの設定は、オプションのキットで行いま
す。詳細は弊社代理店にお尋ねください。

インチモードはアタッチメントの着脱に便利な機能で
す。インチモードにアクセスするには、セレクタを I 位
置に回します図 39。

g250709

図図図 39

インチモードでアタッチメントの着脱作業を行う時は、有
線リモコンで車両の前進後退と 3 点ヒッチの昇降をコン
トロールするのが便利です。PTO の接続も可能です。

セセセッッットトトアアアッッップププモモモーーードドド

マシンの設定、整備の詳細、基本的な情報を確認す
るなどの場合に使用します。アタッチメントの動作パラ
メータの調整もこのモードで行います。

アタッチメントを取り付けてその構成を設定することもで
きます。このモードでは、アクセルを踏んで機体をゆっ
くり前進後退させる場合でもエンジンは低速アイドル状
態を維持します。PTO スイッチを引き出すONと、PTO
が作動現在の PTO 設定に無関係にし、パドルで 3 点
ヒッチの昇降を行うことができます。

セットアップモードにアクセスするには、セレクタを S
位置に回します図 40。

セットアップモードで可能なこと

• エンジンを超低速で回転させた状態で車両を超低速
で移動させることができる。

• 現在の設定範囲を超えて 3 点ヒッチの昇降を行う
ことができる。

• 安全な角度に設定されている PTO 駆動ラインを、
PTO スイッチで、超低速のエンジン速度で回転さ
せることができる。

g250713

図図図 40

ロロローーーダダダののの使使使用用用
搭搭搭載載載ささされれれててていいいるるる場場場合合合
ローダの概要については図 41を参照してください。

g250499

図図図 41
ローダの概要

1. ローダーアーム 4. 昇降シリンダ

2. アタッチメントレベル表示器 5. 油圧カップラ

3. アタッチメント用シリンダ

ロロローーーダダダににに関関関わわわるるる安安安全全全上上上ののの注注注意意意事事事項項項
• 作業に必要なアタッチメントを決める。

• アタッチメントをマシンに確実に取り付ける。

• 森林地帯では使用しない。

• ローダ運転時には常に十分な注意を払う。運転中
は運転操作に集中してください注意散漫は事故の
大きな原因となります。
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• ローダのジョイスティックは絶対に急激な操作をしな
い。落ち着いて操作する。

• 頭上の電線を避ける。頭上の安全電線、木の枝、
門などに注意し、これらに機械や頭をぶつけないよ
うに十分注意してください。

• 掘削する時は、地中に埋設されているケーブル、
ガス管、水道管などをあらかじめ調べておく。

g252565

図図図 42

• 物資の運搬時は、低速で走行する。不整地を高速
で運転すると資材をこぼす可能性がある。

• 搬送中にバケット内やアタッチメント内部で暴れる
ようなものは運ばない。

• 積荷が出来るだけ地表面に近くなるようにして運
搬する。

g252563

図図図 43

• ローダなどのアタッチメントに人を乗せない。

g252564

図図図 44

• 上昇位置にあるローダが突然降下することがあり
得る。ローダ使用後は、ローダアームを地表面ま
で降下させておく。

• 油圧カップラの接続は、油圧回路内部の圧力を
解放してから行う。

• 車両からのローダの取り外しや保管は、平らな面
の上で行う。

• ローダ使用後は、平らな場所に駐車し、ローダー
アームを地表面まで降下させ、駐車ブレーキを掛
け、エンジンを停止する。

• 車両のどこかが電線や電気ケーブルに触れている
場合には、運転席から離れない。

g252566

図図図 45

• 上昇させたローダに人を近づけない。

ロロローーーダダダののの仕仕仕様様様

名名名称称称 寸寸寸法法法諸諸諸元元元

吊り上げ能力 998 kg

吊り上げ高さ 272 cm

最大高さにおけるリーチ 84 cm

ダンプ位置におけるアタッチメ
ントとのクリアランス

201 cm

水平状態のバケットの下のクリ
アランス

254 cm

アタッチメントが地上にある時
のリーチ

250 cm

注注注 上昇高さ、リーチ、クリアランスに関する図は図 16
仕様 (ページ 17)を参照のこと。

ロロローーーダダダののの取取取りりり外外外ししし

危危危険険険
外外外れれれたたたロロローーーダダダががが落落落下下下すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故にににななな
るるる。。。

• ロロローーーダダダののの取取取りりり外外外しししははは硬硬硬くくくててて平平平らららななな面面面ののの上上上ででで行行行
うううこここととと。。。

• 外外外しししたたたロロローーーダダダののの周周周囲囲囲ににに人人人ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

1. エンジンを掛ける。

2. バケットをわずかに前方に倒して各ローダアーム
のラッチに掛かっている力を抜いてから、ローダ
アタッチメントを地表面に降ろす図 46。

g272121

図図図 46

1. ローダアタッチメント装着されている場合にはバケット

3. 各ローダアームのラッチのロックを押し下げ、ロー
ダアームと車両とのロック状態を解除する図 47。
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g252838

図図図 47

1. ラッチロック 2. ローダアームのラッチ

4. ローダのジョイスティックでアームを上昇させてフ
レームマウントから外す図 48。

g272120

図図図 48

1. ジョイスティックを手前に引
く。

2. ローダアーム

5. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを止める。

6. ローダ用ジョイスティックを左右に動かし、次に後
ろに動かし、そのあとニュートラルに戻すこれで油
圧カプラに掛かっている圧力が解放される図 49。

g252836

図図図 49

7. 油圧カップラの取り外しは以下の手順で行う図 50
• オスのバルクヘッドのところでバルクヘッドを

後退させて、オスのカップラを外す。

• メスのバルクヘッドのスリーブを引き出して、
バルクヘッドからメスのカップラを外す。

• 各カップラとバルクヘッドに保護キャップを取り
付ける。

重重重要要要 各各各カカカッッップププラララとととバババルルルクククヘヘヘッッッドドドににに汚汚汚れれれがががあああるるる場場場合合合
はははきききれれれいいいににに除除除去去去しししてててくくくだだださささいいい。。。
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g272113

図図図 50

1. バルクヘッドオスのホース
カップラ

3. メスのホースカップラ

2. バルクヘッドメスのホース
カップラ

4. オスのホースカップラ

8. ホースをホース格納プレートに収納する図 51。

g272290

図図図 51

1. ホース格納プレート

9. エンジンを始動し、駐車ブレーキを解除してゆっく
りとローダアームから離れる。

10. バラストボックスを取り外す 後部 3 点ヒッチ式ア
タッチメントの取り外し (ページ 28)を参照。

ロロローーーダダダののの取取取りりり付付付けけけ。。。

危危危険険険
外外外れれれたたたロロローーーダダダががが落落落下下下すすするるるととと重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故にににななな
るるる。。。

• ロロローーーダダダののの取取取りりり外外外しししははは硬硬硬くくくててて平平平らららななな面面面ののの上上上ででで行行行
うううこここととと。。。

• 外外外れれれててていいいるるるロロローーーダダダののの周周周囲囲囲ににに人人人ををを近近近づづづけけけななないいいこここ
ととと。。。

1. バラストボックスを取り付ける バラストボックスの
取り付け (ページ 29)を参照。

2. エンジンを始動して、ゆっくりとローダアームに
接近する図 52。

注注注 ローダアームの左右の真ん中にマシンを入
れること。

g272119

図図図 52

3. 停車し、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを
掛ける。

4. ローダ用ジョイスティックを左右に動かし、次に後
ろに動かし、そのあとニュートラルに戻すこれで油
圧カプラに掛かっている圧力が解放される図 53。
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図図図 53

5. 油圧カップラの取り付けは以下の手順で行う図 54
A. 各カップラとバルクヘッドについている保護

キャップを外す。

B. オスメスそれぞれのカップラを確認する。そ
れぞれにケーブルタイが取り付けられてお
り、対応するケーブルタイが付いている上部
バルクヘッドに接続するのが正しい取り付け
である。

C. オスのバルクヘッドのところでバルクヘッドを
後退させて、オスのカップラをバルクヘッド
に押し込んでを取り付ける。

D. メスのバルクヘッドのスリーブを後退させて、
バルクヘッドにメスのカップラを押し込んで
取り付ける。

重重重要要要 各各各カカカッッップププラララとととバババルルルクククヘヘヘッッッドドドににに汚汚汚れれれがががあああるるる場場場合合合
はははきききれれれいいいににに除除除去去去しししてててくくくだだださささいいい。。。

g272113

図図図 54

1. バルクヘッドオスのホース
カップラ

3. メスのホースカップラ

2. バルクヘッドメスのホース
カップラ

4. オスのホースカップラ

6. エンジンを始動し、ローダのジョイスティックを操
作してアームをフレームマウントに入れる図 55。

g272289

図図図 55

1. ジョイスティックを前方に押
す。

2. アームローダーアーム

7. 各ローダアームのラッチを降ろしてアームをロック
し、ラッチのロックを掛ける図 56。

38
 



g253797

図図図 56

1. ローダアームのラッチ 2. ラッチロック

ロロローーーダダダアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトににによよよっっっててて機機機体体体全全全体体体ののの安安安定定定性性性ややや運運運転転転
特特特性性性ががが変変変わわわるるるここことととがががああありりりままますすすのののででで注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを取取取りりり付付付けけけるるる前前前ににに、、、取取取りりり付付付けけけプププ
レレレーーートトトががが汚汚汚れれれててていいいななないいいこここととと、、、ピピピンンンがががスススムムムーーーズズズににに回回回るるるこここ
とととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。ピピピンンンががが回回回りりりにににくくくいいい場場場合合合はははグググリリリススス
ををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. アタッチメントを平らな場所に置く後方にトラクショ
ンユニットのスペースを確保しておくこと。

2. クイックアタッチレバーを外側に回してクイックア
タッチピンを立てる。

3. エンジンを掛ける。

4. アタッチメント取り付けプレートを前に倒す。

5. 取り付けプレートをアタッチメント受けプレートの上
側にセットする図 57。

g215373

図図図 57

1. 取り付けプレート 2. 受けプレート

6. 取り付けプレートを後ろに倒しながら、アーム
を上げる。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが地地地面面面かかかららら完完完全全全ににに離離離れれれるるるまままででで
上上上げげげ、、、取取取りりり付付付けけけプププレレレーーートトトををを後後後ろろろ一一一杯杯杯ににに傾傾傾けけけるるる。。。

7. エンジンを止め、キーを抜き取る。

8. クイックアタッチレバーを車両中央側に倒すクイッ
ク取り付けピンをアタッチメント取り付けプレート
に完全に通す図 58。

警警警告告告
クククイイイッッックククアアアタタタッッッチチチピピピンンンをををアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト取取取りりり付付付けけけ
プププレレレーーートトトににに確確確実実実ににに通通通しししててておおおかかかななないいいととと、、、アアアタタタッッッチチチ
メメメンンントトトがががトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトかかかららら外外外れれれ落落落ちちち、、、
人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

ピピピンンンががが確確確実実実にににはははまままっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここ
ととと。。。
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図図図 58

1. クイックアタッチレバー 2. クイックアタッチピン

ロロローーーダダダアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車する。

2. アタッチメントを地表面まで降下させる。

3. エンジンを止め、キーを抜き取る。

4. クイック取り付けピンを外側に回して解除する。

5. アタッチメントに油圧を使っている場合は、ローダ
用ジョイスティックをまず前に、それから後に動か
し、最後にニュートラルに入れると油圧カプラに
掛かっている圧力が解放される。

6. アタッチメントに油圧を使っている場合は、カラー
をずらして油圧カプラの上に戻し、カラーをカプ
ラから外す。

重重重要要要 ホホホーーーススス内内内部部部ににに異異異物物物ををを入入入れれれななないいいたたためめめににに、、、収収収
納納納時時時にににはははアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトのののホホホーーーススス同同同士士士ををを接接接続続続しししててて
おおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

7. マシンの油圧カプラに保護カバーをかぶせる。

8. エンジンを掛け、取り付けプレートを前に倒し、
マシンを後退させてアタッチメントから離す。

ロロローーーダダダののの運運運転転転操操操作作作

ロロローーーダダダのののジジジョョョイイイススステテティィィッッックククののの操操操作作作

注注注 図 59は、運転位置からローダのジョイスティックを
操作する場合を示しています。

• アタッチメントを前方に巻くときは、レバーをゆっ
くり右に動かす。

• アタッチメントを後方に巻くときは、レバーをゆっ
くり左に動かす。

• ローダーアームを下げるときは、レバーをゆっく
り前に押す。

• ローダーアームを上げるときは、レバーをゆっくり
後に引く。

• アタッチメントをフロート状態にするには、レバーを
前方向に一杯まで押す。

注注注 フロート状態では、アタッチメントは地表面を引
きずられる状態となります。

ジョイスティックを中間位置例えば左前に動かすとロー
ダーアームとアタッチメントがそれぞれ同時に動きます。

g249809

図図図 59

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトレレレベベベルルル表表表示示示器器器

ローダを使用する時、レベル表示器図 60で、自分か
らローダまでの距離を知ることができます。他のアタッ
チメントを使用する時には表示器をそれらに合わせて
調整することができます

1. アタッチメントを平らな場所に置く。

2. アタッチメントレベルインジケータ図 60がオペレー
タから見えるようにする。

3. レベルインジケータのロッドにマークペンキや
テープなどを付ける。マークにより、ロッド上の
アタッチメントレベルインジケーターの位置が分
かりやすくなる。
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g364106

図図図 60

1. レベルインジケータのロッド 3. 蝶ねじ

2. マーク 4. アタッチメントレベル表示器

資資資材材材ををを持持持ちちち上上上げげげててて運運運ぶぶぶ操操操作作作

資材を持ち上げるには、ジョイスティックを手前に引い
てアームを上昇させた後、ジョイスティックを左に倒して
バケットを上昇させます。

いつでも、地面に近い位置で荷を運搬してください図
61。

g250728

図図図 61

バババケケケッッットトトににに資資資材材材ををを入入入れれれるるる操操操作作作

手順については図 62を参照してください。

1. バケットを地表面に対して水平にする。

2. 前進してバケットを資材の山に突き刺す。

3. シフトレバーを後退位置にする。

4. ジョイスティックでアームを上昇・バケットをすくい
上げながら後退する。

g250727

図図図 62

資資資材材材をををダダダンンンプププすすするるる

ダンプするには、ジョイスティックを右に倒します。
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ダンプできたら車両を後退させ、ジョイスティックを左上
に倒してアーム下降・バケットもとに戻します。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを使使使うううとととききき
注注注 アタッチメントのパラメータ追加や編集についてはソ
フトウェアガイドを参照してください。

他社のアタッチメントを使用したことによる事故について
は弊社は一切責任を負いかねます。そのような場合の
責任はすべてユーザーが負うことになります。

• アタッチメントインプレメントを取り付けたら、必ず毎
回、3 点ヒッチの動きを確認してください。ホース
やアタッチメントが 3 点ヒッチの動作を妨げないこ
とを確認してください。

重重重要要要 PTO シシシャャャフフフトトトののの位位位置置置ががが高高高すすすぎぎぎたたたりりり低低低すすすぎぎぎたたたりりり
しししたたた状状状態態態でででアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを駆駆駆動動動すすするるるととと PTO シシシャャャフフフトトト
ををを損損損傷傷傷しししままますすす。。。PTOシシシャャャフフフトトトののの操操操作作作にににつつついいいてててははは、、、各各各
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照
しししてててくくくだだださささいいい。。。

• アタッチメントによって機体全体の安定性や運転特
性が変わることがありますので注意してください。

• アタッチメントの可動部に手足を近づけないよう注意
してください。

• トラクションユニットやアタッチメントには、挟み込
まれる恐れのある部位にマークがあります マーク
の位置を確認し、その近辺には手足を近づけな
いようにしてください。

• アタッチメントを使用する前にアタッチメントのオペ
レーターズマニュアルをよく読んでください。

重重重要要要 PTOシシシャャャフフフトトトののの長長長さささががが不不不適適適切切切だだだとととマママシシシンンンやややアアアタタタッッッチチチ
メメメンンントトトののの損損損傷傷傷ややや人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

危危危険険険
回回回転転転中中中ののの駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトににに巻巻巻ききき込込込まままれれれるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故
ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななりりりままますすす。。。

• 回回回転転転部部部にににははは手手手足足足ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。

• 全全全てててのののガガガーーードドドををを正正正しししくくく取取取りりり付付付けけけ、、、全全全てててののの回回回転転転
シシシーーールルルドドドががが自自自由由由ににに回回回転転転ででできききるるるよよようううにににしししててて使使使用用用ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

• 調調調整整整ややや整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取りりり、、、可可可動動動部部部ががが完完完全全全ににに停停停止止止すすす
るるるのののををを待待待ちちち、、、駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトののの回回回転転転ががが完完完全全全ににに停停停止止止
しししたたたここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

マママシシシンンンでででのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの牽牽牽引引引
• アタッチメントの牽引を行う前に、その牽引作業に

使用する最高走行速度を決めてくださいアタッチメン
トのオペレーターズマニュアルを参照。

• ブブブレレレーーーキキキのののななないいいアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト

– オート Low モードで牽引します Low 乗用車モー
ド (ページ 33)を参照。

– 牽引速度は 13 km/h 以下としてください。

– 満載状態のアタッチメントやトレーラの重量が
1.5 t 未満であることを確認してください。

• ブブブレレレーーーキキキのののあああるるるアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト

– オート Low モードで牽引します Low 乗用車モー
ド (ページ 33)を参照。

– 牽引速度は 13 km/h 以下としてください。

– 満載状態のアタッチメントやトレーラの重量が
7.25 t 未満であることを確認してください。

– ブレーキコントローラを、走行ペダルやブレーキ
ペダルよりも高い位置に取り付ける図 63。ブ
レーキ能力がアタッチメントの負荷に最も合うよ
うにコントローラを調整する。

g263573

図図図 63

1. ブレーキコントローラ

• この車両は、自重よりも重量の大きいアタッチメント
を牽引することができます。

• ただし、積荷であれ牽引であれ、過積載にならな
いように注意してください。過積載では車両の性能
が十分発揮できないばかりか、ブレーキ、車軸、
油圧トランスミッション、エンジン、ステアリング、ボ
ディ、タイヤ等を破損する場合もあります。

重重重要要要 駆駆駆動動動系系系統統統ののの保保保護護護のののたたためめめロロローーーレレレンンンジジジででで運運運転転転しししててて
くくくだだださささいいい。。。
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DPFデデディィィーーーゼゼゼルルル微微微粒粒粒子子子フフフィィィルルルタタタとととそそそののの再再再生生生にににつつついいいててて
DPF はエンジンの排気から煤すすを除去するものです。

DPF はエンジンの排気の高温と触媒を利用して再生され、すすを完全燃焼させて灰にします。

DPF に煤がたまらないようにするには、以下のような注意が必要です

• DPF の自動再生を助けるために、可能な時はいつでもエンジンをフルスロットルで運転する。

重重重要要要 イイインンンチチチモモモーーードドドややや設設設定定定モモモーーードドドエエエンンンジジジンンン回回回転転転数数数ががが低低低いいい状状状態態態ででで車車車両両両ををを放放放置置置すすするるるととと、、、DPFののの自自自動動動再再再生生生ががが行行行わわわれれれななな
くくくなななりりりままますすす。。。 そそそののの結結結果果果、、、DPF ががが目目目詰詰詰まままりりりををを起起起こここしししててて駐駐駐車車車再再再生生生ががが必必必要要要ににになななるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

• 適切なエンジンオイルを使用する。

• エンジンはできるだけアイドリングさせない。

• 超低イオウ軽油以外の燃料は使用しない。

つねに DPF のことを頭に入れて機械の操作や保守整備を行ってください。エンジンに負荷がかかった状態であれ
ば、通常は DPF の再生に必要な高温の排気となります。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを低低低速速速ででで回回回しししててていいいるるる時時時間間間ががが長長長いいいととと、、、DPF にににすすすすすすがががたたたまままりりりままますすす。。。アアアイイイドドドリリリンンングググややや低低低速速速回回回転転転でででののの使使使
用用用をををででできききるるるだだだけけけ短短短くくくしししままましししょょょううう。。。

注注注意意意
DPF 再再再生生生中中中ののの排排排気気気ははは高高高温温温おおおよよよそそそ 600°Cににになななるるる。。。高高高温温温ののの排排排気気気ははは人人人体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななないいいこここととと。。。

• 排排排気気気系系系統統統ののの周周周囲囲囲ににに可可可燃燃燃物物物ををを放放放置置置しししななないいいこここととと。。。

• 高高高音音音ののの排排排気気気ででで周周周囲囲囲ををを汚汚汚損損損しししななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる排排排気気気系系系統統統各各各部部部ににに触触触れれれななないいいこここととと。。。

• 排排排気気気管管管ののの近近近くくくににに立立立たたたななないいいこここととと。。。
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再再再生生生アアアイイイコココンンンののの意意意味味味

アアアイイイコココンンン アアアイイイコココンンンののの意意意味味味

• 駐車再生またはリカバリ再生アイコン再生が必要

• 直ちに再生を行ってください

• 再生を了解しました

• 再生実行中。排気温度上昇しています

• 再生中断が選択されました

• NOx 制御システムの不具合整備が必要

DPF ののの再再再生生生ののの種種種類類類

マママシシシンンンががが稼稼稼働働働中中中ににに実実実行行行ささされれれるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

100 運転時間ごとに実行されます。

通常使用中に、フィルタ内部のすすの蓄積が所定
量を超えた場合にも実行されます。

• インフォセンターに排気高温アイコン が表
示された場合には、再生が進行中。

• リセット再生中は、フィルタの再生を確実に行うた
めにエンジン制御コンピュータがエンジンを高速回
転させます。

リリリセセセッッットトト

• リセット再生中は、エンジンを止めたりインチモード
や設定モードを利用したりしないでください。
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マママシシシンンンををを駐駐駐車車車さささせせせててて実実実行行行すすするるる必必必要要要のののあああるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

通常運転中に行われる DPF の自動再生が十分で
ないと判断された時に実行されます。

オペレータが駐車再生を実施した場合にも実行さ
れます。

• リセットスタンバイ/駐車再生またはリカバリ再生アイ

コン またはが表示された場合。

再生中止が行われて DPFの自動再生が行われなく
なった場合にも実行される可能性があります。

• リカバリ再生が必要にならないように、できるだ
け早く停車再生を行う。

不適切な燃料やエンジンオイルを使用した場合にも
必要になる。

• 駐車再生に要する時間は 30-60 分間。

• 燃料タンク内の燃料残量が 1/2 以上であることを
確認して行う。

駐駐駐車車車再再再生生生

• 駐車再生は、駐車して行うことが必要。

• リセットスタンバイ/駐車再生またはリカバリ再生アイ

コン が表示された場合に必要です。

• 駐車再生に要する時間は 3 時間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ½ 以上であることを
確認して行う。

リリリカカカバババリリリ 駐車再生の要求が無視されたために DPF の詰まり
が極限に達した場合に実行されます。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

DPF 再再再生生生メメメニニニュュューーーののの使使使いいい方方方

DPF 再再再生生生メメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

1. どのモードからでも、まず整備Serviceメニューへ入り、そこから REGENERATION再生 を選ぶ。

2. 必要な再生機能を選択する。

最最最後後後ののの再再再生生生かかからららののの経経経過過過時時時間間間

1. 再生DPF Regenerationメニューからスクロールして LAST REGEN最近の再生メニューに入る。

2. LAST REGEN を選択。

3. LAST REGEN で、最後の再生リセット、駐車、リカバリ後に何時間エンジンを使用したかを確認する。

4. 前画面アイコンを選択して DPF 再生画面へ戻る。

再再再生生生禁禁禁止止止ののの設設設定定定
リリリセセセッッットトト再再再生生生のののみみみ

リセット再生では、エンジンからの排気温度が高くなります。立ち木の周囲、背の高い草地、植込みの内部
など、排気が高温になると問題が発生しやすい場所を刈り込む時には再生禁止 INHIBIT REGEN 設定を行っ
ておくことができます。

注注注 締め切った室内で整備作業を行う場合には、必ず INHIBIT REGEN に設定しておきます。

注注注 リセット再生が必要な状態になったのに、リセット再生を「しない」に設定した状態になっている場合、15 分ご
とにインフォセンター上にアドバイスが表示されます。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを一一一度度度停停停止止止すすするるるととと、、、エエエンンンジジジンンン再再再起起起動動動時時時にににははは、、、再再再生生生禁禁禁止止止設設設定定定ははは解解解除除除ささされれれててて OFF ににになななりりりままますすす。。。

1. 再生DPF Regenerationメニューからスクロールして INHIBIT REGEN再生禁止メニューに入る。

2. INHIBIT REGEN を選択。

3. 再生禁止設定を OFF から ON に変更する。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備

1. 再生に必要な量の燃料が燃料タンクにあることを確認する
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• 駐駐駐車車車再再再生生生燃料タンク内の燃料残量が 1/4 以上であることを確認する。

• リリリカカカバババリリリ再再再生生生燃料タンク内の燃料残量が 1/2 以上であることを確認する。

2. マシンを可燃物のない屋外に移動させる。

3. 平らな場所に駐車する。

4. シフトレバーがニュートラル位置にセットされていることを確認する。

5. PTO を解除し、全部のアタッチメントを下降させる。

6. 駐車ブレーキを掛ける。

7. スロットルを低速アイドル位置にセットする。

8. 運転モードセレクタを H または L 位置にする。

9. エアコンが OFF であることを確認する。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの実実実施施施

駐車再生が要求された場合には、インフォセンターに表示される手順に従ってください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの速速速度度度設設設定定定ををを上上上げげげたたたりりり、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを解解解除除除しししたたたりりりすすするるるととと、、、DPF 再再再生生生はははキキキャャャンンンセセセルルルささされれれままますすす。。。

1. 再生DPF Regenerationメニューからスクロールして PARKED REGEN駐車再生またはRECOVERY REGEN
リカバリ再生に入る。

2. PARKED REGEN または RECOVERY REGEN を選択。

注注注 リカバリ再生を開始するには正しい PIN コードを入力する必要があります。

3. 燃料レベル確認 VERIFY FUEL LEVEL 画面で、燃料タンクの残量が ¼以上駐車再生の場合または ½以上リカ
バリ再生の場合あることを確認し、燃料残量に問題がなければ次画面アイコンを押して続行する。

4. 駐車再生またはリカバリ再生画面で次画面アイコンを押して再生を開始する。

5. チェックリストDPF checklist画面で、駐車ブレーキが掛かっていること、エンジン速度が低速アイドルセットさ
れていることを確認し、次画面アイコンを押して操作を続行する。

6. INITIATE DPF REGENDPF 再生開始へ来たら、次画面アイコンを選択して続行。

7. インフォセンターの画面に、INITIATING DPF REGEN再生開始中と表示される。

注注注 キャンセルが必要になった場合は、キャンセルアイコンを押す。

8. インフォセンターの画面には、終了までの時間が表示される。

9. インフォセンターはホーム画面になり、再生受け付け済みアイコン が表示される。

注注注 DPF 再生中は、インフォセンターに高温排気アイコン が表示されます。

10. 駐車再生やリカバリ再生が終了すると、インフォセンターにアトバイスが表示される。どのボタンでも
押せばホーム画面に戻る。

注注注 再生に失敗した場合には、アドバイスに従って、まずどのキーでも良いから押してホーム画面へ戻る。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生をををキキキャャャンンンセセセルルルすすするるるにににははは

実行中の駐車再生やリカバリ再生をキャンセルするには、PARKED REGEN CANCEL または RECOVERY REGEN
CANCEL を実行します。

1. 再生DPF Regenerationメニューからスクロールして PARKED REGEN駐車再生またはRECOVERY REGEN
リカバリ再生に入る。

2. 次画面アイコンを押して駐車再生を中止またはリカバリ再生を中止する。
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運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– シフトレバーをニュートラル位置にする。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– すべてのアタッチメントを降下させる。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 裸火、火花、種火があるような場所にはマシンを格
納保管しないでください。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

マママシシシンンンかかかららら降降降りりりるるる時時時ののの注注注意意意

警警警告告告
不不不適適適切切切ななな降降降りりり方方方をををすすするるるととと怪怪怪我我我をををしししままますすす。。。

必必必ずずずハハハンンンドドドルルルとととススステテテッッップププををを使使使っっっててて降降降りりりてててくくくだだださささいいい。。。怪怪怪
我我我ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、3 点点点ををを確確確保保保片片片手手手をををハハハンンンドドドルルル
ににに、、、両両両足足足はははススステテテッッップププにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

図 64のように降りてください。

g256168

図図図 64

1. ハンドル 2. ステップ

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
注注注 油圧マニホルドの隣に六角レンチ6 mmが備え付け
られています図 65。このレンチで以下の操作を行っ
てください。

マシンを牽引移動することが必要になった場合には、
ダンデムピストンポンプ走行ポンプをバイパスして油圧
オイルをバイパスさせると共に、油圧ブレーキを手動で
加圧してブレーキを解除することが必要になります。牽
引は ごごごくくく短短短いいい距距距離離離とし、時速 3.2 km/h 以下の速度で
行ってください。 長い距離を移動しなければならない場
合は、トレーラで搬送してください。

重重重要要要 無無無理理理ににに長長長いいい距距距離離離ををを牽牽牽引引引すすするるるとととピピピススストトトンンンポポポンンンプププににに重重重
大大大ななな障障障害害害ががが発発発生生生しししままますすす。。。

重重重要要要 プププラララグググをををバババイイイパパパススス位位位置置置にににセセセッッットトトしししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンン
ををを始始始動動動しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 機体が動かないようにタイヤに輪止めを掛ける。

2. コントロールコンソール右側のアクセスパネルを
外す図 65。
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g244597

図図図 65

1. 手動ポンプ 4. バイパスバルブ各 4 個

2. 手動バルブ 5. アクセスパネル

3. 六角レンチ6 mm

3. 六角レンチ6 mmをプラグアセンブリに差し込んで
最後まで右回しすると、プランジャがバイパス位
置にセットされる図 66を参照。この作業を全部の
プラグアセンブリ4 個について行う。

g233998

図図図 66

1. プラグアセンブリ 4. プランジャ通常運転位置

2. 六角レンチ6 mm 5. プランジャ牽引用バイパス
位置

3. プラグ

4. ブレーキを解除する手動バルブを引き上げ、そ
の状態で手動ポンプを操作する。

5. 抵抗が感じられるまでポンプ操作を続ける。油
圧が十分に高くなると、手動バルブが上昇状態
となりブレーキが解除される。

6. タイヤに掛けていた輪止めを外して牽引を行う。

7. 牽引が終了したら、エンジンを始動する前に六角
レンチをプラグアセンブリに差し込んでプランジャ

を左まわしに止まるまで回転させる。この作業を
全部のプラグアセンブリ4 個について行う。

8. 手動バルブを押しコンソールで駐車ブレーキを
掛ける。

9. アクセスパネルを取り付ける。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 格納保管中やトレーラで輸送中は、キーを抜き取っ

ておいてください。

• マシンとアタッチメントに十分な大きさのトラックやト
レーラを使用してください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• マシンをトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• マシンはロープがけポイント図 67を使て確実に固定
してください。

重重重要要要 ロロローーープププ掛掛掛けけけポポポイイインンントトトでででののの吊吊吊りりり上上上げげげははは行行行わわわななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。吊吊吊りりり上上上げげげののの要要要領領領ははは 車車車体体体をををジジジャャャッッッキキキででで持持持
ちちち上上上げげげるるる場場場合合合 (ペペペーーージジジ 52)ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

g263576

図図図 67

1. ロープ掛けポイント

• トレーラやトラックは、法令で定められた灯火類や
マークが完備しているものを使用してください。

• ロープ掛けや積荷固定についてはそれぞれの地域
の法令などを順守してください。

警警警告告告
公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな装装装備備備ををを行行行うううこここととと。。。
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保保保守守守

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 調整、清掃、修理、車両を離れる前に以下を行っ

てください

– 平らな場所に駐車する。

– シフトレバーをニュートラル位置にする。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– 全部のアタッチメントを床面まで降下させ、補助
油圧レバーをフロート位置にする。

– ローダが付いている場合には取り外す ローダの
取り外し (ページ 35)を参照。

– DPF 再生を「禁止」に設定する 再生禁止の設
定 (ページ 45)を参照。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 100 時間
• ホイールハブの油量を点検する。
• 車両の前と後のアクスルデファレンシャルのオイル量を点検する。

使用開始後最初の 150 時間

• ホイールハブのオイルを交換する。
• 車両の前と後のアクスルデファレンシャルのオイルを交換する。
• アクスルのオイルを交換する。
• 後 PTO ギアボックスのオイルを交換する。

使用開始後最初の 200 時間 • 各アクスルのブリーザを清掃する。

使用開始後最初の 250 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の1000時間 • 油圧オイルと油圧オイルフィルタ（2 個）を交換する。

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検します。
• 安全インタロックスイッチの動作を点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• エアクリーナのインジケータを点検する。
• 燃料フィルタ/水セパレータから水や異物を流し出す。
• 冷却液の量を点検する。
• ラジエター/燃料クーラを清掃する。
• 油圧オイルの量を点検する。
• マシンを洗浄する。

50運転時間ごと

• 機体とローダのベアリングとブッシュをグリスアップする。
• エアクリーナを点検する。
• バッテリーの状態を点検し、必要に応じて清掃してください。
• エンジンルーム、ラジエター、オイルクーラにたまっているごみを除去する。

100運転時間ごと • 冷却系統のホースとクランプを点検する。

300運転時間ごと • エンジンオイルのフィルタを交換する（負荷の大きな条件での使用の場合）

49
 



整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

400運転時間ごと

• エンジンオイルのフィルタを交換する（ほこりなどの多い環境での使用の場合）
• エアクリーナの清掃を行ってください（インジケータが赤になったらその時点で直ちに。
運転条件の悪いところでは整備間隔が短くなります）。

• 燃料ラインとその接続状態を点検する。
• 水分離フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• エンジン部の燃料フィルタを交換する。
• ホイールハブの油量を点検する。
• 車両の前と後のアクスルデファレンシャルのオイル量を点検する。
• 各アクスルのブリーザを清掃する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。
• キャブのエアフィルタを清掃してください。破れていたり汚れがひどい場合は交換
してください。

500運転時間ごと • エンジンオイルのフィルタを交換する（通常条件での使用の場合）

800運転時間ごと • 燃料タンクの内部を清掃する。 （燃料系統内部が汚染された場合にも行う。）

1000運転時間ごと

• ホイールハブのオイルを交換する（ほこりなどの多い環境での使用の場合）。
• 車両の前と後のアクスルデファレンシャルのオイルを交換する（ほこりなどの多い
環境での使用の場合）。

• アクスルのオイルを交換する（ほこりなどの多い環境での使用の場合）。
• 後 PTO ギアボックスのオイルを交換する（ほこりなどの多い環境での使用の場合）。

1500運転時間ごと

• ホイールハブのオイルを交換する（通常条件での使用の場合）。
• 車両の前と後のアクスルデファレンシャルのオイルを交換する（通常条件での使
用の場合）。

• アクスルのオイルを交換する（通常条件での使用の場合）。
• 後 PTO ギアボックスのオイルを交換する（通常条件での使用の場合）。
• 油圧オイルと油圧オイルフィルタ（2 個）を交換する。

2年ごと
• 冷却液の交換を行う。
• 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
こここのののペペペーーージジジをををコココピピピーーーしししててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

第第第 週週週

点点点検検検項項項目目目 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ブレーキの動作

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却系統の液量を点検す
る。

燃料系統からの水抜きをす
る。

エアフィルタ、ダストカップ、
バープバルブを点検する。

エンジンから異常音がないか
点検する。1

ラジエターと油圧オイルクー
ラのスクリーンを点検し、た
まっているごみは圧縮空気で
除去する。

運転操作時に異常音がない
か点検する。

油圧オイルの量を点検する。

油圧ホースの磨耗損傷状態
を点検する。

オイル漏れがないか点検す
る。

燃料残量を確認する。

タイヤ空気圧を点検する。

計器類の動作を点検する。

全部のグリスアップポイントに
グリスを入れる。1

塗装傷のタッチアップを行う。

マシンを洗浄する。

1 車体を水洗いしたあとは整備間隔に関係なく直直直ちちちにににグリスアップする。
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要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点点点検検検担担担当当当者者者名名名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

車車車体体体をををジジジャャャッッッキキキででで持持持ちちち上上上げげげるるる
場場場合合合

危危危険険険
機機機械械械式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

• 機機機体体体をををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンン
ドドドででで支支支えええるるる。。。

• マママシシシンンンををを浮浮浮かかかすすす作作作業業業ははは機機機械械械式式式まままたたたははは油油油圧圧圧式式式ののの
ジジジャャャッッッキキキ以以以外外外でででははは行行行わわわななないいい。。。

機機機体体体ののの前前前側側側ををを浮浮浮かかかすすす場場場合合合

g244598

図図図 68

1. 機体前側のジャッキアップ
ポイントサイドプレート後ろ
の C鋼フレーム

2. 機体前側のジャッキスタン
ドポイントサイドプレート後
ろの C鋼フレーム

1. マシンが動かないように、後輪 2 つともに輪止
めを掛ける。

2. 機体前側のジャッキアップポイントにジャッキを確
実にセットする。

3. マシン前側を浮かせたら、適切なジャッキスタンド
を入れて機体を支える。

機機機体体体ののの後後後側側側ををを浮浮浮かかかすすす場場場合合合

g244599

図図図 69

1. 機体後側のジャッキアップ
ポイント

2. 機体後側のジャッキスタン
ドポイントC 鋼フレーム

1. マシンが動かないように、前輪 2 つともに輪止
めを掛ける。

2. 機体後側のジャッキアップポイントにジャッキを確
実にセットする。

3. マシン後側を浮かせたら、適切なジャッキスタンド
を入れて機体を支える。

フフフーーードドドををを上上上げげげるるる
1. 機体両側でストラップを外す図 70。
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g246027

図図図 70

2. フードを上げる図 70。
3. フードの支えボルトが支え穴に入ってフードを開け

た状態で支えていることを確認する図 71。

g257577

図図図 71

1. フード支え

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グ
リスを注入します。

重重重要要要 機機機体体体ををを水水水洗洗洗いいいしししたたたととときききははは直直直ちちちにににグググリリリスススアアアッッップププししし
てててくくくだだださささいいい。。。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト

グリスアップ箇所は以下の通りです

• 上下のキングピン8 本

• 外側タイロッド4 ヶ所

• 前アクスルのピボット2 ヶ所

• PTO の駆動シャフト1 ヶ所

• ロックシャフトのチューブ1 ヶ所

• 3 点ヒッチの昇降シリンダ2 ヶ所
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g250869

図図図 72
下側キングピンと前アクスルのピボット

g251572

図図図 73
上側キングピンと外側タイロッド

g251137

図図図 74
駆動シャフト
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g251124

図図図 75
3 点ヒッチの昇降シリンダ

g251125

図図図 76
ロックシャフトのチューブ

ロロローーーダダダ

グリスアップ箇所は以下の通りです

• 昇降シリンダ4 ヶ所

• アタッチメント用シリンダ4 ヶ所

• ローダーアーム2 ヶ所

• 取り付けプレートのブッシュ4 ヶ所

• アタッチメントのカップラ2 ヶ所

g251113

図図図 77
ローダアーム、昇降シリンダ、アタッチメントのシリンダ、

取り付けプレートのブッシュ

g251112

図図図 78
ローダアタッチメントのカップラ
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• DPF 再生を「禁止」に設定する 再生禁止の設

定 (ページ 45)を参照。

• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めキー
を抜き取った状態で行ってください

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様にににつつついいいてててののの説説説明明明

オオオイイイルルルのののタタタイイイプププ以下の条件を満たす、低灰分の高品質
エンジンオイルを使用してください

• API 規格 CJ-4 またはそれ以上

• ACEA 規格 E6
• JASO 規格DH-2

重重重要要要 API CJ-4 以以以上上上、、、ACEA E6 まままたたたははは JASO DH-2
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用しししななないいいととと DPF ががが詰詰詰まままっっってててエエエンンンジジジンンンををを破破破
損損損しししままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの容容容量量量: 約 5.7 リットルフィルタ含む。

粘粘粘度度度以下の粘度のエンジンオイルを使用してください

• 推奨オイルSAE 15W-40-18℃以上0°F
• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または 5W-30

全温度帯

Toro のプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

オイル量の点検はフードを開けずに行えますマシン右
側のエンジンシールド図 79にあるディップスティックを
引き抜いて点検してください。エンジンオイルを入れ
る場合にはフードを開ける必要があります フードを上
げる (ページ 52)を参照。

g259486

図図図 79

1. ディップスティックの位置

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
油油油量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの FULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああ
るるる場場場合合合ははは、、、オオオイイイルルルががが燃燃燃料料料ででで薄薄薄めめめららられれれててていいいるるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

油油油量量量がががFULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああるるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンオイルの点検は、毎日始動前のエンジンの冷
えている時に行うのがベストです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停止し、オ
イルが戻ってくるまで約 10 分間程度待ってください。
油量がディップスティックのADDマークにある場合は、
FULLマークまで補給してください。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに
注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上限限限
マママーーークククととと下下下限限限マママーーークククののの間間間にににあああるるるよよようううににに管管管理理理しししてててくくくだだださささいいい。。。
多多多すすすぎぎぎてててももも少少少なななすすすぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンににに悪悪悪影影影響響響ががが出出出ままますすす。。。

エンジンオイルの量を点検する図 80を参照。
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図図図 80

注注注 オイルの種類を変える時は、継ぎ足さず、古いオイ
ルを全部抜いてください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 250 時間

500運転時間ごと—エンジンオイルのフィルタを
交換する通常条件での使用の場合

400運転時間ごと—エンジンオイルのフィルタを
交換するほこりなどの多い環境での使用の場合

300運転時間ごと—エンジンオイルのフィルタを
交換する負荷の大きな条件での使用の場合

1. エンジンを始動し、5 分間のウオームアップを
行う。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、キーを
抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
する。

3. エンジンオイルとフィルタを交換する図 81。

g031675

図図図 81

4. クランクケースにオイルを入れる
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エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—エアクリーナのイ

ンジケータを点検する。

50運転時間ごと—エアクリーナを点検する。

400運転時間ごと—エアクリーナの清掃を行って
くださいインジケータが赤になったらその時点で
直ちに。運転条件の悪いところでは整備間隔
が短くなります。

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検
してください。フィルタボディが破損している場合には
交換してください。吸気部に、リーク、破損、ホース
のゆるみなどを点検してください。

エアクリーナの整備はインジケータ図 82が赤色になっ
てから行ってください。早めに整備を行っても意味があ
りません。むしろフィルタを外したときにエンジン内部に
異物を入れてしまう危険が大きくなります。

g009709

図図図 82

1. エアクリーナのインジケータ

重重重要要要 カカカバババーーーがががボボボデデディィィににに隙隙隙間間間なななくくく密密密着着着しししててていいいるるるここことととををを
確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. エアクリーナを交換する図 83。

g253706

図図図 83

注注注 エレメントを破損させる危険が大きいので、エ
レメントを掃除して再使用しないでください。

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだださささいいい図図図
84。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、一一一次次次フフフィィィルルルタタタののの 3 度度度目目目ののの
整整整備備備ののの時時時ににに交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。
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図図図 84

1. エアクリーナの安全フィルタ

2. インジケータ図 82が赤になっている場合はリセッ
トする。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃

整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと—燃料タンクの内部を清
掃する。 燃料系統内部が汚染され
た場合にも行う。

燃料系統が汚染された時やマシンを長期にわたって格
納する場合にも、燃料タンクの内部を清掃してください。
タンクの清掃にはきれいな燃料を使用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

燃料ラインの劣化・破損状況やゆるみが出ていない
か点検を行ってください。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—燃料フィルタ/水セ

パレータから水や異物を流し出す。

400運転時間ごと—水分離フィルタのキャニスタ
は所定時期に交換してください。

水セパレータ図 85を図 86に示す要領で整備してくだ
さい。

g246332

図図図 85
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図図図 86

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 燃料フィルタヘッドの周囲をきれいに拭く図 87。

g021291

図図図 87

1. 燃料フィルタのヘッド 2. 燃料フィルタ

2. フィルタ容器を外してヘッド取り付け部をきれい
に拭く図 87。

3. フィルタのガスケットにきれいなエンジンオイルを
塗る詳細についてはエンジンマニュアルを参照。

4. 空のフィルタキャニスタを、ガスケットが取り付け
部に当るまで手でねじ込み、そこからさらに1/2
回転締め付ける。

5. エンジンを始動し、フィルタヘッド周囲に燃料漏
れがないか点検する。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

バババッッッテテテリリリーーーへへへのののアアアクククセセセススス
バッテリーは、機体左側のサイドカバーの下にありま
す。バッテリーへアクセスするには、カバーをシャーシ
に止めているノブとワッシャを外します図 88。

g246795

図図図 88

1. サイドカバー 3. ノブ

2. ワッシャ 4. バッテリー

バババッッッテテテリリリーーーののの接接接続続続ををを外外外すすす

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部分分分
ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととときききににに
ははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

1. バッテリー端子から、マイナスケーブルを外す
図 89。

g253380

図図図 89

1. マイナス-ケーブル 2. プラス+ケーブル

2. バッテリーのプラスケーブルについている絶縁カ
バーを外して、プラスケーブルをバッテリーから
外す図 89。
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バババッッッテテテリリリーーーををを接接接続続続すすするるる

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーーブブブ
ルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを
取取取りりり付付付けけけるるる。。。

1. プラス+ケーブルをバッテリーに接続し、クランプ
ナットで接続する図 90。

g253379

図図図 90

1. プラス+ケーブル 2. マイナス-ケーブル

2. マイナス-ケーブルをバッテリに接続し、クランプ
ナットで接続する図 90。

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししととと取取取りりり付付付
けけけ
バッテリーはリテーナ図 91でトレイに固定されていま
す。バッテリーの取り出しはリテーナ金具をゆるめて
行い、バッテリーを取り付けたらリテーナ金具で固定
してください。

g253476

図図図 91

1. リテーナ金具 2. リテーナ

バババッッッテテテリリリーーーののの状状状態態態ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを
行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルをををバババッッッテテテ
リリリーーーかかかららら外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

毎週または 50運転時間ごとにバッテリーの状態を点検
してください。端子や周囲が汚れていると自然放電しま
すので、バッテリーが汚れないようにしてください。

1. バッテリーにアクセスする; バッテリーへのアクセ
ス (ページ 61)を参照。

2. プラス端子から絶縁カバーを外してバッテリー
を点検する。バッテリーが汚れている場合には
以下の手順で清掃する

A. 重曹と水でケース全体を洗う。

B. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

C. プラス端子に絶縁カバーを取り付ける。

D. バッテリーカバーを閉じる。
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ヒヒヒュュューーーズズズののの搭搭搭載載載位位位置置置

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトのののヒヒヒュュューーーズズズののの取取取りりり
付付付けけけ位位位置置置

トラクションユニットのヒューズはステアリングハンドル
の下、走行ペダルとブレーキペダルの上方にあります
図 92。

g250068

図図図 92

1. ヒューズ

以下の表に、各ヒューズの機能を示します

マママシシシンンンのののヒヒヒュュューーーズズズブブブロロロッッッククク

A B C D

1
主回路 T1
電源 2 (7.5
A)

主回路 T1
電源 3 (7.5
A)

主回路 T1 電
源 4 (7.5 A)

主回路 T1
電源 5 (7.5
A)

2
エンジン
ECU 電源
10 A

主回路 T1
(2 A)

拡張電源 (10
A)

EU ハザー
ドランプ (15
A)

3 システム電
源 (10 A)

インフォセ
ンター (2
A)

ヘッドライト
15 A

アクセサリ
電源セレク
ティブコント
ロールバル
ブ (10 A)

4 ステータス
表示 (2 A)

ハザードラ
ンプ10A ホーン (10A) ビーコン (10

A)

5
エアライド
シート (10
A)

トレーラ用
ブレーキコ
ントロール
(20 A)

拡張電源 (10
A)

後部補助電
源 (15 A)

キキキャャャブブブのののヒヒヒュュューーーズズズののの取取取りりり付付付けけけ位位位置置置

キャブのヒューズは助手席の上方にありますヒューズ
ボックスのカバーを外せばアクセスできます図 93。

g250704

図図図 93

1. ヒューズボックスのカバー 3. ヒューズ

2. サムスクリュ

キャブのヒューズブロックのデカルの記号の意味は図
94で解説しています

g262470

図図図 94

1. 凝縮器ファンエアコンクラッ
チ (25 A)

3. ファンと室内照明 (40 A)

2. ワイパー (20 A)
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

アアアクククスススルルルののの整整整備備備
ハハハブブブアアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様 Toro プレミアムトラクタフ
ルード

ホホホイイイーーールルルハハハブブブののの油油油量量量点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100 時間

400運転時間ごと

注注注 アクスルオイルの点検は、一人がオイルプラグを
整列させ、もう一人が点検します。

1. 点検は平らな床面で、アタッチメントをすべて外し
て行ってください。

2. ホイールハブのプラグが時計の 10 時または 2
時の位置にくるようにマシンを前進後退させる
図 95。

g250825

図図図 95

1. オイルポートが 10 時の位
置に来た状態

4. ドレンパン

2. ホイールハブ 5. オイルポートが 2 時の位
置に来た状態この位置で
も良い

3. プラグ

3. エンジンを止め、シフトレバーをニュートラル位置
にし、駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

4. ホイールハブのドレンポートの下にドレンパンを置
く図 95。

5. ホイールハブのプラグを取り外す図 95。
6. オイルポートのねじ山の下までオイルがあれば

良い図 95。
• オイル量が基準よりも多い場合には、過剰分

が排出されるのを待つ。

• オイル量が基準よりも少ない場合には、オイ
ルポートから所定のオイルを補給する8 ホイー
ルハブのオイル交換 (ページ 64)を参照。

7. プラグのOリングの状態を点検する。

注注注 Oリングが摩耗・破損している場合はプラグ
を交換する。

8. プラグを元通りに取り付ける図 95。
9. もう一方の車輪にも、ステップ2-8の作業を行う。

ホホホイイイーーールルルハハハブブブのののオオオイイイルルル交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 150 時間

1500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—ホイールハブのオイルを交換する通常条
件での使用の場合。

1000運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—ホイールハブのオイルを交換するほこりな
どの多い環境での使用の場合。

ホホホイイイーーールルルハハハブブブオオオイイイルルルののの容容容量量量およそ 400 mL
注注注 可能であれば、オイルが温かい時に交換を行っ
てください。

1. ホイールハブのオイルプラグが時計の 12 時また
は 2 時の位置にくるようにマシンを前進後退させ
る図 95 ホイールハブの油量点検 (ページ 64)を
参照。

2. オイルプラグをゆるめて内部圧力を解放する。

3. プラグが時計の 6 時の位置にくるようにマシンを
前進後退させる図 96。

g250824

図図図 96

1. ホイールハブ 4. プラグ

2. オイルポートが 6 時の位置
に来た状態

5. オイルポートが 2 時の位置
に来た状態

3. ドレンパン 6. オイル補給器

4. ホイールハブのオイルポートの下にドレンパン
を置く図 96。
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5. プラグを外してプラネタリ機構から出てくるオイ
ルを回収する図 96。

6. プラグのOリングの状態を点検する。

注注注 Oリングが摩耗・破損している場合はプラグ
を交換する。

7. プラグが時計の 2 時の位置図 96または 10 時の
位置にくるようにマシンを前進後退させる。

8. オイルポートから所定のオイルを入れる。オイル
はポートのねじ切り部分の下まで入れる。

9. プラグを元通りに取り付ける。

10. 他のホイールについても同じ作業を行う。

アアアクククスススルルルののの油油油量量量点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100 時間

400運転時間ごと

1. アクスルのデファレンシャルハウジングの下にド
レンパンを置く。

2. アクスルのデファレンシャルハウジングにある目
視点検ポートのプラグを外す図 97と図 98。

g250850

図図図 97
前アクスル

1. 前アクスルハウジング 3. プラグ

2. 点検・補給ポート

g250851

図図図 98
後アクスル

1. 後アクスルハウジング 3. プラグ

2. 目視点検ポート

3. 目視点検ポートから内部を覗き込んで、オイル
がポートのねじ切り部まであるかどうか調べる図
97と 図 98。

注注注 懐中電灯と鏡があると便利です。

• オイル量が基準よりも多い場合には、過剰分
が排出されるのを待つ。

• オイル量が基準よりも少ない場合には、点検
ポートから所定のオイルを補給するステップ6と
7 アクスルのオイル交換 (ページ 65)を参照。

4. 目視点検ポートのねじ切り部分をきれいに清掃
する。

5. プラグのねじ山部分に PTFE テープを巻く。

6. 目視点検ポートにプラグを取り付ける図 97と図
98。

アアアクククスススルルルのののオオオイイイルルル交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 150 時間

1500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—車両の前と後のアクスルデファレンシャル
のオイルを交換する通常条件での使用の場合。

1000運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—車両の前と後のアクスルデファレンシャ
ルのオイルを交換するほこりなどの多い環境で
の使用の場合。

アアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの量量量約 9 リットル

1. アクスルのデファレンシャルハウジングの下にド
レンパンを置く図 99と図 100。
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g250854

図図図 99
前アクスル

1. 目視点検ポート 4. ドレンパン

2. プラグ 5. 前アクスルハウジング

3. ドレンポート

g252662

図図図 100
後アクスル

1. ドレンプラグ 3. ドレンポート

2. ドレンパン

2. 目視点検ポートとドレンポートからプラグを抜き
取る図 99と図 100。

注注注 ドレンポートからオイルが完全に抜けるまで待
つ。

注注注 後アクスルの目視点検ポートについては図
98を参照。

3. プラグのねじ切り部分をきれいに清掃する。

4. プラグのねじ山部分に PTFE テープを巻く。

5. 目視点検ポートとドレンポートにそれぞれプラグ
を取り付ける図 101と図 102。

g250853

図図図 101
前アクスル

1. 目視点検ポート 4. 前アクスルハウジング

2. プラグ 5. オイル補給器

3. ドレンプラグ/ポート

g252661

図図図 102
後アクスル

1. オイル補給器 4. プラグ

2. 後アクスルハウジング 5. ドレンパン

3. 目視点検ポート

6. アクスルの目視点検ポートから、所定のオイル
を入れる。ポートのねじ切り部までオイルを入
れる図 101と図 102。

7. オイルが落ち着くまで数分間待って、必要ならさ
らにオイルを入れる。

注注注 オイルの量が目視点検ポートのねじ切部の高
さに安定するまでオイルを入れる。

8. 目視点検ポートにプラグを取り付ける図 101と
図 102。

アアアクククスススルルルのののブブブリリリーーーザザザののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

400運転時間ごと
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1. ブリーザの周囲を洗浄用の溶剤で拭く図 103と
図 104。

g250855

図図図 103
前アクスル

1. ブリーザ 3. 前アクスル

2. ブリーザのフィッティング

g250856

図図図 104
後アクスル

1. 後アクスル 3. ブリーザのフィッティング

2. ブリーザ

2. 前アクスルと後アクスルからブリーザを外す図
103と図 104。

3. 洗浄用の溶剤でブリーザを洗浄する。

4. 洗浄後、圧縮空気で乾燥させる。

重重重要要要 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使ううう時時時ははは顔顔顔面面面保保保護護護具具具ををを着着着用用用しししててて
くくくだだださささいいい。。。

5. 前アクスルと後アクスルにブリーザを取り付ける
図 103と図 104。

油油油圧圧圧ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 150 時間

1500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—アクスルのオイルを交換する通常条件で
の使用の場合。

1000運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—アクスルのオイルを交換するほこりなど
の多い環境での使用の場合。

注注注 油圧ブレーキは後アクスルの隣にあります。

油油油圧圧圧ブブブレレレーーーキキキオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様 Toro プレミアムトラクタ
フルード

1. 油圧ブレーキの下にオイルを受ける容器をお
く図 105。

g254599

図図図 105

1. ドレンポート 3. ドレンパン

2. ドレンプラグ 4. 油圧ブレーキ

2. ドレンポートからドレンプラグを抜く図 105。

注注注 ブレーキハウジングからオイルが完全に抜け
るまで待つ。

3. プラグのねじ山部分をきれいに清掃する。

4. ドレンポートにドレンプラグを取り付ける図 105。
5. ブレーキハウジングの上部にある補給プラグを

外す図 106。
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図図図 106

1. 補給プラグ 3. ドレンパン

2. 給油ポート

6. ブレーキハウジングの給油ポートから所定のオイ
ルを 160 ml 入れる。

7. 給油ポートにプラグを取り付ける図 106。

後後後 PTO ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルル
交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 150 時間

1500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—後 PTO ギアボックスのオイルを交換する
通常条件での使用の場合。

1000運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達し
た方—後 PTO ギアボックスのオイルを交換する
ほこりなどの多い環境での使用の場合。

後後後 PTO ギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様 Toro プレミアムト
ラクタフルード

1. マシンに標準荷台が取り付けられている場合には
を外す 標準荷台の着脱 (ページ 33)を参照。

2. 後 PTO ギアボックスの目視点検窓のプラグを
外す図 107。

g256626

図図図 107

1. 目視点検窓のプラグ

3. ドレンポートからプラグを外す図 108。

注注注 オイルが完全に抜けるまで待つ。

68
 



g256625

図図図 108

1. ドレンポートのプラグ

4. プラグのねじ山部分をきれいに清掃する。

5. ドレンポートにドレンプラグを取り付ける。

6. アクスルの目視点検ポートから、所定のオイル
を 1.4 リットル入れる。ポート底部のねじ切り部
までオイルを入れる。

7. オイルが落ち着くまで数分間待って、必要ならさ
らにオイルを入れる。

注注注 オイルの量が目視点検ポートのねじ切部の高
さに安定するまでオイルを入れる。

8. 目視点検ポートにプラグを取り付ける。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間

400運転時間ごと

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトののの規規規定定定トトトルルルククク380-433 N·m11-12 kg.m
= 280-320 ft-lb

図 109に示される順序でホイールナットを所定値まで締
め付ける。

g246773

図図図 109
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冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 保守作業を行う前にエンジンを停止し、キーを抜

き取っておくこと。

• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や
ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

• マシンは、必ず安全カバー類を取り付けた状態
で運転すること。

• 手、指、衣服などを、ファンやベルトに近づけな
いように注意すること。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

毎日の始業点検時に冷却液の量を点検してください。
冷却系統の容量は 8.5 リットルです。

1. フードを上げる フードを上げる (ページ 52)を参
照。

2. ラジエターと補助タンクのキャップを注意深く開
ける図 110

3. ラジエター部で冷却水の量を点検する。

注注注 ラジエターは補給口の首の部分まで、補助タ
ンクはFULLマークまであれば適正です。

g020441

図図図 110

1. 補助タンク

4. 液量が不足している場合は、水とエチレングリ
コール系不凍液の 50/50 混合液を補給する。

重重重要要要 水水水のののみみみややや、、、アアアルルルコココーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系
ののの冷冷冷却却却液液液ははは車車車両両両ををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら使使使用用用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

5. ラジエターと補助タンクのキャップを閉める。

エエエンンンジジジンンンののの冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

100運転時間ごと

2年ごと

毎毎毎日日日、、、ラララジジジエエエタタターーー/燃燃燃料料料クククーーーラララををを清清清掃掃掃しししてててくくくだだださささいいい。。。。。。ほ
こりなどの多い環境ではより頻繁な清掃が必要。

1. フードを上げる フードを上げる (ページ 52)を参
照。

2. 前スクリーンのストラップを外してスクリーンを下
げる図 111。

g250126

図図図 111

1. ストラップ 2. 前スクリーン

3. 圧縮空気を使ってラジエター/燃料クーラ部をてい
ねいに清掃する図 112。

注注注 ファン側から車両後部へ向かって順次、圧縮
空気でごみを飛ばします。その後、今度はラジエ
ターの後ろ側から前側に向かって吹きつけ、汚れ
が完全にとれるまでこれを数回繰り返します。
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重重重要要要 清清清掃掃掃ににに水水水ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。水水水ををを使使使
うううととと目目目詰詰詰まままりりりややや錆錆錆ががが発発発生生生しししやややすすすくくくなななりりり、、、関関関連連連機機機器器器
ににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええままますすす。。。

g250128

図図図 112
図は前スクリーンを外した状態

1. ラジエター 2. 燃料クーラ

4. フードを閉じる。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専

門医の治療を受ける。万一、油圧オイルが体内
に入った場合には、数時間以内に手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイルタンクに約 44 リットルの高品質油圧オイル
を満たして出荷しています。初めての運転の前に必ず
油量を確認し、その後は毎日点検してください 油圧オ
イルの量を点検する (ページ 72)を参照。

交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨オオオイイイルルルToro プレミアム・トランスミッショ
ン/油圧機器用トラクタ作動液 19 リットル缶または208
リットル缶。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro プレミアム・トランスミッショ
ン/油圧機器用トラクタ作動液が入手できない場合は、
以下に挙げる特性条件および産業規格を満たす石油
系のユニバーサルトラクタ油圧オイルUTHFを使用す
ることができます。合成オイルの使用はお奨めできま
せん。オイルの専門業者と相談の上、適切なオイル
を選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。
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高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 55-62

粘性インデックス ASTM D2270 140 - 152

流動点, ASTM D97 -37℃ - 43℃

産業規格 API GL-4, Vickers 35VQ25

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro 代理店へ。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車する。

2. PTO を解除し、シフトレバーをニュートラルにし、
装着されているすべてのアタッチメントを床面の高
さまでおろし、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
止めて、キーを抜き取る。

3. 油圧タンクからプラグを取り外す図 113。

注注注 油圧オイルタンクとディップスティックは助手
席の後ろにあります。

4. 油圧オイルタンクからディップスティックを抜きウェ
スで一度きれいに拭く図 113。

g246146

図図図 113

5. 油圧タンクにディップスティックを差し込む。

6. ディップスティックを抜いて油量を点検する図
114。
オイル量がディップスティックについている 2 本の
マークの間であれば適切。

g246147

図図図 114

7. オイル量がディップスティック下側マークよりも少
ない場合は、所定の油圧オイルを補給する図
115。オイル量が 2 本のマークの間に来るまでス
テップ4-6を繰り返す。

重重重要要要 油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
デデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上側側側マママーーークククよよよりりりももも多多多いいい場場場合合合
ははは入入入れれれすすすぎぎぎででですすす。。。
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g246148

図図図 115

8. 油圧タンクにディップスティックを差し込んで固
定する。

9. オイル漏れがないか、油圧ホースとフィッティング
全部を点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1000 時間

1500運転時間ごと

油圧オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体
を洗浄する必要がありますので、Toro の正規代理店
にご連絡ください。汚染されたオイルは乳液状になっ
たり黒ずんだ色になったりします。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタははは Toro ののの純純純正正正品品品ををを使使使っっってててくくくだだださささいいい本本本機機機
のののパパパーーーツツツカカカタタタロロログググををを参参参照照照。。。 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使
用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合ががが
ああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. PTO を解除し、シフトレバーをニュートラルにし、
装着されているすべてのアタッチメントを床面の高
さまでおろし、駐車ブレーキを掛け、エンジンを
止めて、キーを抜き取る。

3. 油圧オイルタンクの下にオイルを受ける大きな
容器を置く。

4. 油圧オイルタンクのキャップとディップスティックを
外す。

5. 油圧オイルタンク底面にあるドレンプラグを取り
外して流れ出すオイルを大きな容器で受ける図
116。

g248961

図図図 116

1. 油圧フィルタ 2. ドレンプラグ

6. 油圧オイルが完全に抜けたらドレンプラグを取
り付ける。

7. フィルタ取り付け部周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

8. フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを外す
図 116。

9. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを塗る。

10. フィルタのそれぞれの取り付け部がきれいである
ことを確認し、ガスケットが取り付けプレートに当
たるまでフィルタを手で回して取り付け、そこか
ら更に ½ 回転増し締めする。

11. 油圧オイルタンクに油圧オイルを入れる 油圧オイ
ルの量を点検する (ページ 72) を参照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

12. オイルタンクにディップスティックとキャップを取
り付ける。

13. エンジンを始動し、油圧制御装置を全部操作し
て、油圧回路全体にオイルを行き渡らせる。

注注注 また、オイル漏れがないか点検して、エン
ジンを停止する。

14. オイル量を点検し、不足分を補うディップスティッ
クの 2 本のマークの中間まで入れる。

注注注 入れすぎないこと。
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油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

毎日 油圧ホースと油圧ラインを点検し 漏れ 折れ サ
ポートのゆるみ 磨耗や腐食があれば交換してくださ
い修理不十分のまま運転しないでください

キキキャャャブブブののの整整整備備備

キキキャャャブブブののの清清清掃掃掃
重重重要要要 キキキャャャブブブシシシーーールルルののの周周周辺辺辺ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい図図図 117。。。
圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄機機機ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、ジジジェェェッッットトトノノノズズズルルルををを機機機体体体
かかかららら 60 cm 以以以上上上離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。 キキキャャャブブブシシシーーールルルややや後後後方方方
のののオオオーーーバババーーーハハハンンングググ部部部にににはははジジジェェェッッットトトををを直直直接接接当当当てててななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。

g253433

図図図 117

1. シール 3. 後方のオーバーハング部に
はジェットを直接当てない。

2. ノズルを 60 cm以上離す。
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キキキャャャブブブのののエエエアアアフフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 後方のオーバーハング部からノブと格子を取り
外す図 118。

g251432

図図図 118

1. フィルタ 3. 格子

2. ノブ

2. キャブからエアフィルタを外す。

3. オイルを含まないきれいな圧縮空気で吹いてフィ
ルタを清掃する。

重重重要要要 破破破れれれててていいいるるる場場場合合合ややや汚汚汚れれれがががひひひどどどいいい場場場合合合はははフフフィィィ
ルルルタタタををを交交交換換換すすするるる。。。

4. フィルタをキャブに取り付け、格子とノブで固定
する図 118。

キキキャャャブブブののの凝凝凝縮縮縮器器器フフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃
キャブについている凝縮器フィルタは、刈りかすや木の
葉などの大きな異物をキャブの凝縮器や恐縮器ファン
に入れないようにするためのものです。

1. スクリーンカバーを真っ直ぐ下に引き出す。

2. 凝縮器フィルタを水で洗浄する。

注注注 高圧洗浄機を使わないでください。

重重重要要要 破破破れれれててていいいるるる場場場合合合ややや汚汚汚れれれがががひひひどどどいいい場場場合合合はははフフフィィィ
ルルルタタタををを交交交換換換すすするるる。。。

3. フィルタが十分に乾いてから元通りに取り付ける。

4. フィルタスクリーンを押し上げてスクリーンのラッチ
をラッチ取り付けアセンブリにロックする図 119。

g253677

図図図 119

1. ラッチ取り付けアセンブリ 3. スクリーンカバー

2. 凝縮器カバー

ドドドーーームムムララライイイトトトののの交交交換換換
注注注 電球のパーツ番号についてはパーツカタログを参照
してください。

1. ねじ回しを使ってコントロールパネルからレンズを
外す図 120。

g253616

図図図 120

1. ねじ回し 3. レンズ

2. 電球

2. ベースから電球を外す図 120。
3. ベースに新しい電球を取り付ける。

4. コントロールパネルにレンズを取り付ける。

ウウウイイインンンドドドウウウォォォッッッシシシャャャーーー液液液ののの補補補充充充
注注注 ウォッシャー液タンクは助手席の後ろにあります。

1. タンクのキャップを取る図 121。
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図図図 121

1. タンクのキャップ 2. タンク

2. タンクにウォッシャー液を入れる。

3. タンクにキャップを取り付ける。.

保保保管管管
格格格納納納保保保管管管ののの準準準備備備

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. 搭載しているアタッチメントをすべて取り外す。

2. シフトレバーをニュートラル位置にし、全てのア
タッチメントを床面までおろし、エンジンを停止
し、キーを抜き取る。機械各部の動きが完全に
停止し、機体の温度が十分に下がるのを待つ。

3. トラクションユニットとエンジンをていねいに洗浄
する。

重重重要要要 損損損傷傷傷防防防止止止のののたたためめめ、、、ダダダッッッシシシュュュボボボーーードドドやややキキキャャャ
ブブブのののゴゴゴムムム製製製シシシーーールルルにににははは圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄機機機ののの水水水ををを当当当ててて
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに
使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 20)を参照。

5. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

6. グリスフィッティングやピボットポイントのグリス
アップを行い、はみ出てきたグリスを丁寧にふき
取る ベアリングとブッシュのグリスアップ (ページ
53)を参照。

7. 塗装傷、錆びている箇所などに軽くサンドペー
パーを掛けてタッチアップし、ボディーの凹みなど
を修理する。

8. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

A. バッテリー端子からケーブルを外す バッテ
リーの接続を外す (ページ 61)を参照。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き、オイルが抜けたらドレンプ

ラグを取り付ける エンジンオイルとフィルタの交
換 (ページ 57)を参照。

2. オイルフィルタを外して新しいものに交換する エン
ジンオイルとフィルタの交換 (ページ 57)を参照。

3. エンジンオイルを入れる エンジンオイルについ
て (ページ 56)を参照。

4. エンジンを始動し約 5 分間回転させる。

5. 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブ
装着車ではバルブを閉じておいてください。
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6. 新しいきれいな燃料を使って燃料タンクを洗浄
する。

7. 燃料関係のフィッティングを確実に固定する。

8. エアクリーナアセンブリをきれいに清掃する エア
クリーナの整備 (ページ 58)を参照。

9. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

10. 冷却水エチレングリコール不凍液と水との 50/50
混合液の量を点検し、凍結を考慮して必要に
応じて補給する。

77
 



EEA/UK にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーーににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

Toro ににによよよるるるおおお客客客様様様ののの個個個人人人情情情報報報ののの利利利用用用にににつつついいいててて

The Toro Company (“Toro”) は、お客様のプライバシーを尊重します。弊社の製品をお買い上げ頂いた際、弊社ではお客様に関する情報を、お客様から直
接、あるいは弊社の支社や代理店を通じて入手いたします。入手した情報は、お客様との契約を履行するために使用されます。具体的には、お客様のため
の製品保証登録、保証請求の処理、万一製品をリコールする場合のご連絡、さらには弊社の事業を進めるため、たとえばお客様満足度を調査したり、製品
の改良、またお客様にとって役に立ちそうな製品のご紹介などに使用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の子会
社、提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場合があります。また、法律に基づく要請があった場合や、事業の売却、買収、合併など
が発生した場合にはお客様の情報を開示する場合があります。ただし、マーケティングのためにお客様の個人情報を他社に売ることは絶対にいたしません。

個個個人人人情情情報報報ののの保保保存存存

Toro では、上記の目的にとって必要な期間にわたり関連法律に従ってお客様の個人情報を保持いたします。具体的な保持期間についての詳細をお知りに
なりたい方は以下にご連絡ください legal@toro.com。

セセセキキキュュュリリリテテティィィーーーにににつつついいいてててののの Toro のののおおお約約約束束束

あなたの個人情報についての情報処理作業は、米国またはあなたが居住される国のデータ保護関連規制よりも規制がゆるやかな第三国で行われる場合が
あります。あなたの情報をあなたの居住国の外に移動する場合には、弊社は必ず法律が定める手続きを踏み、あなたの情報が安全に取り扱われ適切な保
護がおこなわれるように、そして正しく取り扱われるように配慮します。

アアアクククセセセスススととと訂訂訂正正正

お客様には、ご自身の個人情報を閲覧・訂正する権利があり、また、ご自身に関するデータの処理に対して異議申し立てないしは禁止を申し立てる
権利があります。このような権利行使をなさりたい場合には legal@toro.com にメールでご連絡ください。弊社があなたの情報を取り扱った方法に懸念
をお感じになった場合には、弊社に直接申し立てをしていただくようにお願い申し上げます。なお、ヨーロッパにお住まいの皆様は、Data Protection
Authority に対して異議申し立てを行うことができます。

374-0282 Rev C

 



Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラーに対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生し
た故障や不具合。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。通常の使用に伴う
「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓
などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが貼られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ —www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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